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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　とつぜんの来らい訪ほう者しゃ




「う～ん、おいしいっ！」

　わたしは、からあげをほおばって、顔かおいっぱいに笑えみをうかべる。

　午ご前ぜん中ちゅうの授じゅ業ぎょうが終おわって、昼ひる休やすみ。

　教きょう室しつでは、クラスメイトがあちこちで机つくえをくっつけて、お弁べん当とうを広ひろげてる。

「ほんと、アスカはお弁べん当とう食たべてるときが、一いち番ばん幸しあわせそうだよね」

　向むかいにすわる実み咲さきが、あきれたような顔かおで、わたしを見みる。

　そりゃ、そうだよ！

　あんな、呪じゅ文もんみたいな数すう字じを解とかされたり、日に本ほん語ごじゃない言こと葉ばを読よみ書かきしたり……本ほん当とうにクタクタになるんだもん。

　おいしいお弁べん当とうがなきゃ、やってられないって！

「……ただの数すう学がくと英えい語ごの授じゅ業ぎょうだ」

　ケイが、ぼそりとつげる。

　その授じゅ業ぎょうがわたしには問もん題だいなの！

　後うしろの席せきで、お弁べん当とうを食たべてるケイを、ジロリとにらむ。

　ケイは、いつもお昼ひるは１人ひとり。

　何なん度どかさそったんだけど、お昼ひる休やすみは読どく書しょの時じ間かんと決きめてるらしく、難むずかしそうな本ほんを読よみながら、お弁べん当とうをつついてる。

　あいかわらず無ぶ愛あい想そうだなぁ、もう。

　お昼ひる休やすみぐらい、勉べん強きょうからはなれればいいのに。

　わたしは、肩かたをすくめて、視し線せんをもどす。

　今日きょうのわたしのお弁べん当とうは、鶏とりのからあげに、牛ぎゅう肉にくとごぼうのまぜご飯はん、人にん参じん入いりの卵たまご焼やき、それに、レタスやスライスしたトマトの、色いろあざやかなサラダも入はいってる。

　パッ、とお弁べん当とうのふたを開あけた瞬しゅん間かん、よだれが落おちそうだったもんね。

　さすが、お父とうさん！

　今日きょうのお弁べん当とうも、パーフェクト!!

　からあげに続つづいて、こんどは卵たまご焼やきにパクつこうとした、その時とき。

「あれ？　ろう下かのほうが、静しずかだね」

　優ゆ月づきが、首くびをひねって、ろう下かを見みてる。

　ん？

　たしかに……ろう下かが、やけに静しずか。

　昼ひる休やすみなんて、だれかが、さわいでるものなんだけど……。

　どうしたんだろ？

　何なにかあったのかな？

　気きになって、わたしは立たちあがると、ドアまで行いって、ろう下かをのぞく。

「ねえ、あの先せん輩ぱいって」

「だよね……」

　ろう下かには、生せい徒とはたくさんいたけど、みんなささやきあうように、話はなしてる。

　そのみんなの視し線せんが、ろう下かの先さきを見みていた。

　わたしも、そちらに目めを向むける。

　……ん？

　制せい服ふくのスカートをなびかせて、ろう下かの真まん中なかを、さっそうと歩あるいてくる生せい徒とがいた。

　ショートボブの髪かみに、キリッとした目めが、真まっ直すぐに前まえを見みつめてる。

　背せはわたしより少すこし高たかいぐらいで、スラッとしてて、大人おとなっぽい雰ふん囲い気きを身みにまとってる。

　しかも、これだけ視し線せんをあびてるのに、少すこしも気きにしている様よう子すがない。

　っていうか、むしろ、その堂どう々どうと歩あるく姿すがたに、ろう下かにいた生せい徒とのほうが、はしによけて、道みちを空あけてるぐらい。

　なんか、すごくカッコいいかも！

　それに加くわえて、もう１つ目めを引ひくのが、制せい服ふく。

　歩あるいてくる生せい徒とは、中ちゅう等とう部ぶの制せい服ふくじゃなくて、高こう等とう部ぶの制せい服ふくを着きていた。

　つまり、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいってこと。

　みんなが、声こえをひそめてたのは、このせいもあるみたい。

　高こう等とう部ぶの校こう舎しゃとは、建たて物ものが違ちがうから、けっこうな距きょ離りを歩あるいてこないといけない。

　だから、ここで高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいを見みかけることは、ほとんどないんだよね。

　先せん輩ぱいはこっちにやってくると、なぜか、ぴたっとわたしの前まえで立たち止どまった。

　わ！

　なぜここで止とまる!?

　その人ひとは、ぴん、と背せ筋すじが伸のびていて、立たち姿すがただけでも、ほかの生せい徒ととは、まったく違ちがう感かんじがする。

　オーラが違ちがうって、こういうことかな？

　わたしは少すこし見み上あげるように、先せん輩ぱいを見みた。

　なんだろう。

　ドキドキするんですけど。

　目めが合あうと、ちょっと茶ちゃ色いろい瞳ひとみに、吸すいこまれるように、見み入いっちゃう。

「ねえ、キミ。このクラスの人ひと？」

「そ、そうですけど……」

　とまどいながら、答こたえる。

「紅こう月づき飛鳥あすかさんが、このクラスだって聞きいたんだけど、いまいるかな？」

　……へ？

　わ、わたし!?

　目めをぱちくりさせて、先せん輩ぱいを見みる。

　初はじめて見みる顔かお……だよね。

　知しり合あいじゃないのは、たしか。

「もしかして……キミが紅こう月づき飛鳥あすかさん？」

　わたしの反はん応のうで気きづいたのか、先せん輩ぱいがきいてくる。

「……はい。わたしです。なにか用ようが──」

　うなずいた瞬しゅん間かん、思おもいっきり先せん輩ぱいが、わたしをだきしめる。

　ひゃあっ！

　な、なにごと!?

「高こう等とう部ぶ２年ねん、怪かい盗とう部ぶ部ぶ長ちょうの清きよ瀬せ理り央おです。キミに会あいたかったんだっ！」

[image: ]

　先せん輩ぱいは、凛りんとした声こえで言いう。

　さっきよりさらに、力ちからのこもった視し線せんを、わたしに向むけてる。

　……って、今いま、怪かい盗とう部ぶって言いわなかった？

　うちの高こう等とう部ぶに、そんなものあったの!?

　もしかして、わたしが怪かい盗とうレッドだって見み抜ぬいて、たずねてきたとか……。

　急きゅうに心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、速はやくなる。

　もし、正しょう体たいを知しられてるんだとしたら……。

　理り央お先せん輩ぱいを、わたしはそっと見みる。

　笑えみをうかべている。

　どうやら、問とい詰つめにきたわけじゃないみたい。

「じつは、キミがスカイタワー事じ件けんや、花か音おん号ごう事じ件けんのときに、あの現げん場ばにいたって、聞きいたんだよ」

　は？

　スカイタワー？　花か音おん号ごう？

　話はなしが見みえない。

　しかも今いま、『聞きいた』って言いい方かただったし。

「それで、学がっ校こう一いち……いや、日に本ほん一いちの怪かい盗とうレッドファンを自じ称しょうするぼくが、こうやって話はなしを聞ききにきたんだ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、よく通とおる声こえで言いった。

　か、怪かい盗とうレッドの日に本ほん一いちのファン!?

　そんな人ひとがいるの！

　ていうか、そもそも、レッドのファンってなに!?

「怪かい盗とうレッドは、もちろん知しっているだろ。怪かい盗とうといっても、ただ、盗ぬすむだけの泥どろ棒ぼうじゃない。警けい察さつが見みつけられない、盗ぬすまれた宝ほう石せきや絵かい画がをとり返かえし、悪あく人にんをこらしめる、現げん代だいの義ぎ賊ぞくさ。だれもが自じ分ぶんのことしか考かんがえない、この時じ代だいに、あんなヒーローは、ほかにいるかい？　いやいない！　いるわけがない！　ぼくは本ほん当とうに彼かれを尊そん敬けいしているんだ!!」

　両りょう腕うでを大おおきく広ひろげながら、理り央お先せん輩ぱいが熱ねつのこもった口く調ちょうでまくしたてる。

　…………。

　え～と。

　なんて返へん事じすれば……いいのかな。

　わたしもふくめて、まわりにいたクラスメイトも、ぽか～んとしてる。

　つまり、今いまの説せつ明めいだと、怪かい盗とう部ぶってもしかして、怪かい盗とうが好すきな人ひとたちが集あつまってる部ぶってこと？

「どうだい？　わかってもらえたかな。なんなら、もう少すこしくわしく話はなしても……」

　いえいえいえ！

　今いまので十じゅう分ぶんですっ！

　それより、スカイタワー事じ件けんや、花か音おん号ごう事じ件けんのことを、どこで聞きいてきたんですか？

　新しん聞ぶんでも、くわしくは報ほう道どうされてないし。

「演えん劇げき部ぶの後こう輩はいだよ。最さい初しょ聞きいたときは、本ほん当とうかどうか、うたがったけどね。あの、白しら里さと響ひびき探たん偵ていの話はなしだと言いうじゃないか。キミ、白しら里さと探たん偵ていとも知しり合あいなんだってね」

　……そうだ。この前まえ、演えん劇げき部ぶで話はなしちゃってたんだった。

　それなら、ケイたちのことを知しらないのも、わかる。

　困こまったなぁ。

　演えん劇げき部ぶできかれたときもそうだったけど、あのときのことなんて、話はなせることなんか、ほとんどない。

　まさか、レッドになって、響ひびきと人ひと質じちを助たすけに行いってたなんて、言いえるわけないし。

「それで、スカイタワー事じ件けんのときだけど……」

　理り央お先せん輩ぱいが、目めをかがやかせて、わたしにせまってくる。

　ス、ストップぅ！

　わたしは理り央お先せん輩ぱいを押おしとどめながら、まわりを見みる。

　なんだか、いつのまにか、わたしと理り央お先せん輩ぱい、すっごく注ちゅう目もくをあびているみたい。

　高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいが、わざわざたずねてくるなんて、そうそうないことだし、みんな興きょう味み津しん々しんみたい。

　わたしが答こたえにこまっていると、

「紅こう月づきさん。ろう下かでなにしてるの？　また、騒さわぎを起おこしたんじゃないわよね」

　後うしろから、よく通とおる落おちついた声こえが聞きこえた。

　この声こえって！

　わたしは、声こえのほうをふり返かえる。

　そこに立たっていたのは、思おもった通とおり、詩し織おり会かい長ちょうだった。

　別べつ名めい、アイスクイーンと呼よばれてる、カリスマ性せいばつぐんの生せい徒と会かい長ちょう。

　わたしがいつも、怒おこられてることもあって、知しり合あいなんだよね。

　詩し織おり会かい長ちょうなら、この場ばをどうにかしてくれるかも。

「あっ、詩し織おりじゃないか。ひさしぶり」

　え？

　理り央お先せん輩ぱいが、詩し織おり会かい長ちょうに声こえをかける。

「おひさしぶりです。清きよ瀬せ先せん輩ぱい」

　詩し織おり会かい長ちょうが、いつもと違ちがう、少すこし緊きん張ちょうしたような声こえであいさつする。

　も、もしかして、２人ふたりって知しり合あい!?

「そうよ。わたしが一年ねん生せいのとき、清きよ瀬せ先せん輩ぱいが中ちゅう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょうだったの」

　ええええええええええっ！

　ということは、詩し織おり会かい長ちょうの、２代だい前まえの生せい徒と会かい長ちょうってこと？

「もう、そんなにたったかな。でも、詩し織おりの会かい長ちょうとしての仕し事ごとぶりは、高こう等とう部ぶでもうわさを聞きいてる。ぼくも先せん輩ぱいとして、うれしいよ」

「そ、そんな……。ありがとうございます」

　いつも冷れい静せいな表ひょう情じょうをくずさない詩し織おり会かい長ちょうが、少すこし照てれているみたい。

　こんな表ひょう情じょう、初はじめて見みた……。

　ちょっと、いや、かなりビックリかも。

　詩し織おり会かい長ちょうが照てれるなんて、すっごく意い外がい。

　もしかして、理り央お先せん輩ぱいって、すごい人ひとだったりするのかな。

「それで、紅こう月づきさんになにか用ようが？」

　詩し織おり会かい長ちょうがきく。

「そうだ。話はなしを聞ききに──」

　理り央お先せん輩ぱいが言いいかけたとき、ろう下かの奥おくに、男おとこの先せん生せいの姿すがたが見みえた。

　口くちうるさい、数すう学がくの酒さか井い先せん生せいだ。

　いつも、何なにかといえばお説せっ教きょうばっかり。しかも、長なが～～い。

　怒おこりはじめると、最さい低ていでも15分ふんはかかる。

　超ちょうニガテな先せん生せいなんだ。

　理り央お先せん輩ぱいを見みつけて、こっちに歩あるいてくる。

　高こう等とう部ぶの生せい徒とが、中ちゅう等とう部ぶにいるから、注ちゅう意いするつもりかも。

　特とく別べつな用よう事じがないと、来きたらいけないことになってるし。

　う～ん、これはまずい展てん開かいかも……？

「やっばっ！　あの先せん生せいのお説せっ教きょうは、長ながいから苦にが手てなんだ」

　理り央お先せん輩ぱいは、ぺろりと舌したを出だす。

「ごめん。また来くるよ、アスカ」

　くるりと背せを向むけると、理り央お先せん輩ぱいは、ろう下かを早はや足あしにもどっていく。

「おい、待まちなさい」

　しかし案あんの定じょう、酒さか井い先せん生せいが、理り央お先せん輩ぱいを追おいかけようと、小こ走ばしりになる。

　お説せっ教きょうしないと気きがすまないんだよね。

「酒さか井い先せん生せい。ろう下かは走はしらないでください」

　詩し織おり会かい長ちょうが、すかさず注ちゅう意いする。

　酒さか井い先せん生せいが、こちらをふり返かえった。

「折おり原はらか。なぜ、高こう等とう部ぶの清きよ瀬せがここにいたんだ？」

「落おとし物ものを、届とどけにきただけです」

　詩し織おり会かい長ちょうは、先せん生せい相あい手てでも、まったくひるんでない。

「……そうか。そういうことなら、まあ、今こん回かいは折おり原はらの言いうことを、信しんじるとしよう」

　酒さか井い先せん生せいはそう言いうと、肩かたをすくめて、あっさりもどっていった。

　さ、さすが詩し織おり会かい長ちょう。

　あの酒さか井い先せん生せいに、意い見けんを言いえるなんて。

　しかも、３秒びょうで終おわったよ。

　これは、奇き跡せきと言いっていいレベル！

「生せい徒と会かい長ちょうだからよ。紅こう月づきさんも、生せい徒と会かい長ちょうになれば、言いえるようになるわ」

　いやいやいや！

　わたしが、生せい徒と会かい長ちょうなんて、絶ぜっ対たいムリ！

「わたしだって、最さい初しょはムリだと思おもってたもの。絶ぜっ対たいなんてことはないわ。……覚おぼえることは、山やまほどあるけれど」

　それが一いち番ばん、問もん題だいなんだってば。

「それに、こんなふうに、先せん生せいに意い見けんを言いえたり、生せい徒との自じ主しゅ性せいを重おもんじる学がっ校こうになったのは、さっきの清きよ瀬せ先せん輩ぱいが生せい徒と会かい長ちょうになってからなのよ」

　えっ？

　そうなの!?

　わたしが入にゅう学がくしたときは、もう今いまの雰ふん囲い気きの学がっ校こうだったから、ずっとそうだったんだと思おもってたけど。

「わたしがこの学がっ校こうに入はいったときは、今いまより先せん生せいに管かん理りされていたの。スカート丈たけが決きまっていたり、女おんなの子この髪かみ型がたにも決きまりがあったわ」

　えーっ！

　髪かみ型がたまで!?

「それを変かえたのが、清きよ瀬せ先せん輩ぱい。たとえば、学がく園えん祭さいも、かなり生せい徒との自じ由ゆうにやれて、楽たのしかったでしょう？」

　うん！

　あのときは、いろんな出だし物ものがあって、わたしもそうだし、みんなも楽たのしそうだった。

「もちろん、セキュリティや生せい徒との安あん全ぜんについては、今いまでもきびしくしているけれど、今いまのこの学がっ校こうの校こう則そくは、ほかの学がっ校こうにくらべたら、とても少すくなくて、ゆるやかなの。部ぶ活かつ動どうも、生せい徒とにかなりまかされているしね」

　うんうん。

　そうだよね。

　早はや弁べんだって、許ゆるされてるし。（※注ちゅう　許ゆるされてません[image: バイ]秋あき木ぎ）

　それもこれも、全ぜん部ぶ、清きよ瀬せ先せん輩ぱいが……？

「なんでも、やることが大おおきいのよ。生せい徒とたちの圧あっ倒とう的てきな支し持じを得えていたし、指し導どう力りょくや統とう率そつ力りょくがバツグンでね。この人ひとについていけば、間ま違ちがいないって思おもわせてくれる先せん輩ぱいなの。やりすぎなところもあるけど、それはまわりがサポートしていたから」

　そう話はなす詩し織おり会かい長ちょうの目めが、少すこしやさしげに見みえた。

　もしかして、詩し織おり会かい長ちょうが生せい徒と会かい長ちょうになったのって……。

「そう。清きよ瀬せ先せん輩ぱいの影えい響きょうよ。生せい徒と会かい長ちょうとして、みんなを引ひっ張ぱっている姿すがたに、あこがれてね。でも、なかなか、清きよ瀬せ先せん輩ぱいのようにはいかないけれど」

　そんなことないですよ！

　詩し織おり会かい長ちょうだって、すごく仕し事ごとができるし、先せん生せいからも生せい徒とからも、信しん頼らいされてるし。

　あの酒さか井い先せん生せいのお説せっ教きょうだって３秒びょうで止とめられるし。

　それは、誰だれにもまねできませんよ！

「そうだといいけれど。でも、まずは問もん題だいばかり起おこす一年ねん生せいを、どうにかしないとね」

　詩し織おり会かい長ちょうが、わたしをジロリと見みる。

　あははっ……。

　問もん題だいを起おこすつもりはないんだけど、気きづいたら、問もん題だいになってるんだよね。

　……気きをつけます。

　コロン

　あれ？

　上うわ履ばきに、何なにか当あたった気きがして、足あし元もとを見みる。

　ちょっと高こう価かそうな、ペンが転ころがっていた。

「落おとし物ものかな」

　ひろいあげる。

　全ぜん体たいは黒くろ光びかりしていて、キャップの先さきや、クリップの部ぶ分ぶんは、品ひんのいい金きん色いろをしていた。

　なんか、高こう級きゅうそう。

　クラスメイトで、こんな高たかそうなの、使つかってる人ひとみたことないけど。
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「それは、たぶん清きよ瀬せ先せん輩ぱいの万まん年ねん筆ひつね。気きに入いってたみたいで、使つかっているのを何なん度どか見みたことがあるわ」

　詩し織おり会かい長ちょうが、わたしからペン……じゃなくて、万まん年ねん筆ひつを受うけ取とって言いった。

　そっか！

　じゃあ、届とどけに行いかなきゃ。

「もう昼ひる休やすみも終おわりだから、放ほう課か後ごね。……あっ、でも、今日きょうは絶ぜっ対たいに出でないといけない、生せい徒と会かいの会かい議ぎがあるんだった」

　詩し織おり会かい長ちょうが、こまった様よう子すでつぶやく。

「だったら、わたしが行いってきます。大だい事じなものなら、早はやく届とどけたほうがいいだろうし」

「いいの？」

　もちろん！

　理り央お先せん輩ぱいにも、怪かい盗とう部ぶっていうのにも、ちょっと興きょう味みあるし。

「そう。お願ねがいできると、助たすかるわ。場ば所しょは……」

　説せつ明めいを聞きいてから、詩し織おり会かい長ちょうとわかれた。

　よく考かんがえたら、学がく園えん祭さいでもないときに、高こう等とう部ぶの校こう舎しゃって行いくの初はじめてかも。

　どんなところかな、高こう等とう部ぶって。

　それから、怪かい盗とう部ぶも。

　楽たのしみっ！







　　　　２　いざ、怪かい盗とう部ぶへ！




　放ほう課か後ごになって、わたしは高こう等とう部ぶの校こう舎しゃの中なかを歩あるいていた。

　中ちゅう等とう部ぶ校こう舎しゃと高こう等とう部ぶ校こう舎しゃは、１００メートルぐらいはなれていて、向むかい合あうようにして建たってる。

　だから、高こう等とう部ぶ校こう舎しゃに行いくためには、１回かい外そとに出でて、歩あるいて校こう舎しゃの玄げん関かんまで行いかなきゃいけないんだよね。

　歩あるいてみてわかったけど、高こう等とう部ぶは校こう門もんからも遠とおいし、遅ち刻こくしたときとか大たい変へんそう。

　……ま、遅ち刻こくしなければいいんだけど。

「たしか……別べつ棟むねにある、怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつだったよね」

　詩し織おり会かい長ちょうの話はなしだと、理り央お先せん輩ぱいは、放ほう課か後ごは部ぶ室しつにいるらしい。

　高こう等とう部ぶは、教きょう室しつのある校こう舎しゃとはべつに、もう１つ音おん楽がく室しつや美び術じゅつ室しつ、それに部ぶ室しつがならぶ、別べつ棟むねがあるんだよね。

　別べつ棟むねへの道みち順じゅんは、学がく園えん祭さいのときに行いったから、なんとなくはおぼえてる。

　高こう等とう部ぶの校こう舎しゃから、通つう路ろがあったはず。

　それにしても……。

　歩あるいていると、めずらしそうに、ちらちらと先せん輩ぱいたちに、見みられてるのを感かんじる。

　やっぱり、制せい服ふくがちがうから、すごく目め立だつみたい。

　さすがに、ちょっと緊きん張ちょうするかも……。

　別べつ棟むねにつくと、案あん内ない図ずっていうのが、入いり口ぐちに貼はってあった。

　どうやら、新しん入にゅう生せいが、部ぶ室しつをたずねやすくするためみたい。

　案あん内ない図ずに、ずらりと、いろんな部ぶ室しつがならんでる。

　文ぶん芸げい部ぶ、家か庭てい科か部ぶ、写しゃ真しん部ぶ、演えん劇げき部ぶ、理り科か部ぶ、パソコン部ぶ、ミステリー研けん究きゅう会かい……。

　学がく園えん祭さいの出だし物ものも色いろ々いろあったよね。

　あの時ときには、怪かい盗とう部ぶなんて、ぜんぜん気きづかなかったけど。

　あっ、あった！

　案あん内ない図ずを見みていくと、『怪かい盗とう部ぶ』と書かかれた部へ屋やを見みつける。

　２階かいにあるらしい。

　わたしは階かい段だんをのぼって、怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつの前まえに行いく。

　ドアは１つで、教きょう室しつを小ちいさくした感かんじ。

　中なかから、小ちいさく声こえが聞きこえる。

　理り央お先せん輩ぱいかわからないけど、人ひとはいるみたい。

　トントン

　わたしは、ドアをノックする。

「はいっ！」

　中なかから返へん事じがあって、ドアが開あいた。

　出でてきた理り央お先せん輩ぱいが、わたしを見みて、顔かおをかがやかせる。

「アスカじゃないか！」

　理り央お先せん輩ぱいが、両りょう手てを広ひろげて抱だきつこうとしてきた。

「ちょ、ちょっと先せん輩ぱい待まったっ！」

　わたしは、あわてて両りょう手てをつっぱる。

　抱だきつくのって、クセなのかな？

　なんか、慣なれないんですけど。

「ほら！　とりあえず、中なかに入はいって」

　するとこんどは、理り央お先せん輩ぱいは、わたしのつっぱって伸のばした腕うでを、ぐいっと引ひっぱった。

「わわわっ！」

　わたしは、引ひっぱられるまま、部ぶ室しつの中なかに入はいる。

　中ちゅう央おうに茶ちゃ色いろい木もく目め模も様ようのテーブルがあり、パイプイスがおかれていた。

　そこに、男だん子しが２人ふたりすわっている。

　２人ふたりとも背せが高たかく、体からだも大おおきい。

　それに、雰ふん囲い気きも落おちついていて、なんだか余よ裕ゆうがあるように見みえる。

　わあぁ……。

　２人ふたりとも、大人おとなって感かんじ。

「お客きゃくとは、めずらしいな」

　男だん子しの１人ひとりが、言いった。

　短たん髪ぱつで肩かた幅はばが広ひろくて、肌はだは黒くろく日ひに焼やけてる。

　袖そで口ぐちから見みえる腕うでや、首くびの筋きん肉にくから、かなりきたえてるみたい。

　なにかスポーツをやってそう。

「昨日きのう言いっただろ、大だい貴き。スカイタワー事じ件けんの現げん場ばに居い合あわせた、中ちゅう学がく生せいがいるって」

「ああ……そんな話はなしをしてたな」

　大だい貴き、と呼よばれた男だん子しは、思おもい出だしたようにうなずく。

「こいつの記き憶おく力りょくは、頼たよりにならないからな」

　もう１人ひとりの男だん子しが、言いった。

　こちらは細ほそ身みで、さらさらな髪かみは肩かたにかかりそうなぐらいで、ちょっと長ながめ。

　切きれ長ながの目めは眼鏡めがねをかけてて、物もの静しずかな雰ふん囲い気きをしてる。

「それもそうだ。そもそも、大だい貴きは、ぼくの話はなしを聞きいているかどうかも、あやしいからね」

　不ふ満まんげに言いうと、理り央お先せん輩ぱいがわたしのほうを向むいた。

「まずは紹しょう介かいをしておくよ。こっちの大おおきな体からだをしてるのが、沢さわ橋はし大だい貴き。運うん動どう部ぶから、誘さそいが山やまほどくるような、動どう物ぶつ並なみの運うん動どう神しん経けいをしてる。それから、こっちの眼鏡めがねをかけているのは、沖おき原はら健けん人と。学がく年ねんトップ３にいつもいる秀しゅう才さいで、勉べん強きょうに関かん係けいない知ち識しきも、広ひろく持もってる変かわりものだ。２人ふたりとも、ぼくの中ちゅう学がく時じ代だいからの、友ゆう人じんだよ」

　理り央お先せん輩ぱいの紹しょう介かいに、２人ふたりとも肩かたをすくめる。

　そんな様よう子すを気きにせずに、理り央お先せん輩ぱいは続つづけて、わたしの紹しょう介かいを始はじめる。

「そして彼女かのじょは、あのスカイタワー事じ件けんや、花か音おん号ごう事じ件けんのときに現げん場ばにいたという、中ちゅう等とう部ぶの紅こう月づき飛鳥あすかさん。われわれの期き待たいの新しん入にゅう部ぶ員いんだ！」
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　……へ？

　新しん入にゅう……部ぶ員いん？

「よろしくな」

「……よろしく」

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいが、わたしに向むけて、軽かるく頭あたまを下さげる。

「は、はい。こちらこそ、よろしくお願ねがいします……って、違ちがうんですってば！　入にゅう部ぶしにきたんじゃないんです」

　わたしは、つい頭あたまを下さげそうになってから、目め一いっ杯ぱい首くびを横よこにふる。

「ん。違ちがうの？」

　理り央お先せん輩ぱいは、怪け訝げんそうな顔かおをする。

　あぶない、あぶない。

　理り央お先せん輩ぱいの勢いきおいに流ながされて、あやうく新しん入にゅう部ぶ員いんになっちゃうところだったよ。

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいを見みると、わたしたちを見みながら、「くくくっ」と、肩かたを小こ刻きざみにゆらしてる。

　２人ふたりとも！

　気きづいてて、おもしろがってますよね!?

「ごめん、ごめん。彼女かのじょは一ひと言ことも、入にゅう部ぶしに来きた、なんて言いってないよ。理り央おの勘かん違ちがい」

　健けん人と先せん輩ぱいが、笑わらいをおさめると言いった。

「ああ、そういえば……。じゃあ、どうしてここに？」

　理り央お先せん輩ぱいが、首くびをかしげる。

「これを届とどけにきたんです」

　わたしは、万まん年ねん筆ひつを理り央お先せん輩ぱいに見みせる。

「えっ！……あ、ないっ！」

　理り央お先せん輩ぱいはあわてて、制せい服ふくの胸むねポケットをさぐってる。

　落おとしたことに、気きづいてなかったみたい。

「ありがとう！　この万まん年ねん筆ひつは、お父とう様さまからいただいた、大だい事じなものなんだ」

　わたしから、万まん年ねん筆ひつを受うけ取とった理り央お先せん輩ぱいは、ほっとした顔かおをしてる。

　よし！

　これでわたしの役やく目めは終おわり。

　帰かえろうっと。

「ちょっと待まって。わざわざ届とどけにきてもらったし、部ぶ室しつを見けん学がくしていく？」

「いいんですか？」

　じつは、さっきから気きになってたんだよね。

　部ぶ室しつの壁かべに貼はられている模も造ぞう紙し。

　そこに、なにか文ぶん章しょうがたくさん書かかれてる。

「もちろんいいよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしの腕うでを引ひっぱって、壁かべのほうに連つれていく。

「うわっ！　これって……」

　わたしは思おもわず、ぽか～んと口くちを開あけた。

　模も造ぞう紙しには、拡かく大だいコピーした新しん聞ぶんの切きり抜ぬきが貼はってある。

　しかも、その記き事じの見み出だしのほとんどが、「怪かい盗とうレッドあらわれる！」、「あざやか！　怪かい盗とうレッドが事じ件けん解かい決けつ」とか、怪かい盗とうレッド関かん係けいの記き事じばっかり。

　わたしたちのばかりじゃなくて、お父とうさんたちのときの記き事じまで!!

「びっくりした？　怪かい盗とうレッドが解かい決けつした事じ件けんの新しん聞ぶん記き事じだよ」

　そう言いって、理り央お先せん輩ぱいはうれしそうに笑わらう。

　本ほん当とうに、怪かい盗とうレッドのファンなんだ。

「こっちは、データをまとめたものだ」

　理り央お先せん輩ぱいは、そう言いって棚たなからファイルをとりだす。

　データ？

「怪かい盗とうレッドが、これまでに盗ぬすんだ品しなの比ひ率りつだ。絵かい画がが28％、宝ほう石せきが46％と高たかい。そのほかにも、持もち主ぬしに返かえされた盗とう品ひんの品しな数かず、総そう額がく、返かえされ方かたも、わかる限かぎり、調しらべてあるんだ」

　す、すごっ……。

　ファイルには、わかりやすくグラフがならんでいて、そこに説せつ明めい文ぶんが書かかれてる。

　レッドが盗ぬすみに入はいった、場ば所しょや時じ間かんも、写しゃ真しんやコメント付つきでグラフ化かされていた。

　見み覚おぼえのある場ば所しょの写しゃ真しんもある。

　わたしが盗ぬすみに入はいった現げん場ばだ。

　事じ件けんのあとで撮とったみたい。

　さらにページをめくると、おばあさんの写しゃ真しんがファイルされていた。

「これって、だれですか？」

「それは、レッドに盗とう品ひんを返かえしてもらった人ひとだよ。そんな人ひとたちを見みつけて、話はなしを聞ききにいっているんだ。この人ひとは、大だい事じにしていた指ゆび輪わを、レッドに返かえしてもらったそうだ」

　えええええっ！

　そんなことまで！

　ファンっていうのを、かなり超こえてる。

　次つぎのページをめくる。

　……えっ！

　思おもわず、声こえを上あげそうになったけど、わたしはなんとか、押おしとどめた。

　ファイルにあったのは、レッドのカードを描えがいたイラスト。

「それは、怪かい盗とうレッドが残のこしていくカードを、色いろ々いろな関かん係けい者しゃから話はなしを聞きいて、イメージをイラストにしてみたんだ。実じつ物ぶつは警けい察さつに保ほ管かんされていたりして、見みられないからね」

　理り央お先せん輩ぱいが、ファイルをのぞきこんで、説せつ明めいしてくれる。

　イメージっていっても、かなり本ほん物もののレッドのカードに近ちかい。

　本ほん物もののレッドのカードを、写うつし描がきしたのかと、思おもったぐらい。

　マークの形かたちや、怪かい盗とうレッドの文も字じの形かたちや場ば所しょが、かなり正せい確かくだし。

　よく見みれば、少すこし違ちがうところもあるけど、話はなしを聞きいただけで、これだけ正せい確かくに真似まねられるなんて……。

　ファンってだけで、ここまでする!?

「理り央おは、レッドのことになると、とくに人ひとが変かわるんだ。悪わるいな」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、かなり引ひき気ぎ味みのわたしに、言いった。

　それは……。

　見みてれば、よくわかりますけど……。

　理り央お先せん輩ぱいは、そんなわたしにかまわずに、引ひき出だしから腕うで時ど計けいを出だしてくる。

「これは、レッドが返かえした盗とう品ひんを、持もち主ぬしの人ひとから、頼たのんでゆずってもらったものなんだ……」

　げげっ！

　そんなことまでっ!?

「これだよね、アスカが現げん場ばにいたのって」

　理り央お先せん輩ぱいが、べつのファイルを持もってくる。

　ファイルの表ひょう紙しに、スカイタワー事じ件けん、と書かいてあった。

　スカイタワー事じ件けん。

　スカイタワーっていう、アミューズメントビルを、悪わる者ものが乗のっ取とって、ケイと実み咲さきや、ほかにもたくさんの人ひとが、人ひと質じちになったんだ。

　そこで、人ひと質じちになった人ひとたちを助たすけに行いくために、わたしは中ちゅう学がく生せい探たん偵てい・白しら里さと響ひびきと一いち時じ的てきに休きゅう戦せんして、協きょう力りょくしあったんだよね。

「これが、そのときの新しん聞ぶん記き事じだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、ファイルを開ひらくと、新しん聞ぶん記き事じの切きり抜ぬきがファイリングされていた。

　記き事じの写しゃ真しんには、スカイタワーをバックに、響ひびきや警けい察さつが、動うごき回まわっている姿すがたが写うつってる。

　たぶん、響ひびきが犯はん人にんをつかまえて、人ひと質じちの救きゅう出しゅつに警けい察さつが向むかうところ。

「アスカ、このときのこと、聞きかせてくれないか？」

　興きょう味み津しん々しんで、理り央お先せん輩ぱいが身みをのりだしてくる。

「たしかに、ここにいましたけど……レッドは見みてないんですよ、ほんとに」

　わたしがわたしを、見みれるわけないもんね。

　うん、ウソはついてません。

「でも、ほら！　なにかは見みてるはずだよね。警けい察さつの動うごきとかさ。白しら里さと探たん偵ていと知しり合あいになったのも、このときだろう。それに……」

　理り央お先せん輩ぱいの質しつ問もん攻ぜめにあって、わたしはタジタジとしつつも、なんとかごまかしながら、でもウソはつかないように気きをつけて答こたえる。

　10分ぷんぐらいたって、ようやく満まん足ぞくしてくれたのか、理り央お先せん輩ぱいが大おおきく息いきをついて、ぐーん、と伸のびをした。

「ああ！　アスカがうらやましいなぁ。現げん場ばにいたってことは、レッドの近ちかくにいたってことになるだろ……」

　そう言いうと、理り央お先せん輩ぱいは心こころの底そこから残ざん念ねんそうにまた、はあぁ、とため息いきをついた。

　え～と、そのレッドなら、いま、先せん輩ぱいのすぐ隣となりにいたりして……。

　ははは。

　まさか、そう言いうわけにはいかないけどね。

「これでこの部ぶが、なにをする部ぶか、わかっただろ？」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしを見みる。

　はい。

　よ～くわかりました。

　わかりましたけど……でも、これを部ぶ活かつ動どうって、よく認みとめてもらえたなぁ、って。

「最さい初しょは、怪かい盗とうレッド部ぶって、理り央おは言いってたんだけどな。さすがに、それは生せい徒と会かいに却きゃっ下かされたから、怪かい盗とう部ぶにしたんだよ。認みとめたときも、生せい徒と会かい長ちょうはそうとう苦にがい顔かおをしてたけどな」

「それも、大たい量りょうのファイルや写しゃ真しん、独どく自じのデータを見みせて、理り央おが力りき説せつしたのに、根こん負まけしただけのようにも、見みえたが」

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいが、説せつ明めいしてくれる。

　あ～。

　そういうことですか。

　それなら納なっ得とくかも。

　理り央お先せん輩ぱいの勢いきおいに、生せい徒と会かいも負まかされちゃったんだね。

「もし認みとめなかったら、生せい徒と会かい長ちょうに立りっ候こう補ほして、自じ由ゆうな部ぶ活かつ動どうを、認みとめさせるつもりだったんだけどね」

　理り央お先せん輩ぱいが、さらりと言いう。

　理り央お先せん輩ぱいが言いうと、ぜんっぜん、冗じょう談だんに聞きこえない。

　というか、冗じょう談だんじゃないのかも。

　うん。やりかねない感かんじ。

　しかも、詩し織おり会かい長ちょうの話はなしだと、それが本ほん当とうにできちゃいそうだもんね、理り央お先せん輩ぱい。

「怪かい盗とうレッド部ぶにはできなかったけれど、おかげで、ほかの怪かい盗とうについても、ファイリングはしてあるんだ」

　ほかの怪かい盗とうっていうと、ファンタジスタとか？

　花か音おん号ごうで対たい決けつした、世せ界かい的てきに有ゆう名めいな怪かい盗とう、ファンタジスタ。

　楽たのしみのために、盗ぬすみをするなんていう、ふざけたやつだったけど、実じつ力りょくはとんでもなく高たかかった。

　あのときは、すごく苦く戦せんしたけど、なんとか盗ぬすまれた宝ほう石せきを、とりもどせたんだよね。

「そう！　花か音おん号ごうでレッドと対たい決けつしたと聞きいたときは、本ほん当とうにびっくりしたよ。そこにもアスカはいたんだろ。はあ～、本ほん当とうにうらやましいよ」

　そう言いってから、気きを取とり直なおしたように、理り央お先せん輩ぱいは話はなしを続つづける。

「これが、そのファンタジスタのファイルだよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、棚たなから別べつのを取とり出だした。

　お、ファンタジスタのファイルなら見みたいかも。

　やっぱり敵てきについては、くわしく知しっておかないとね。

　手て渡わたされたファイルをめくってみる。

　こ、これは……。

　そこには、英えい語ごで書かかれた新しん聞ぶんの切きり抜ぬきがずらり。

　ええと、さっぱり、わかりません。

　だけど、絵えがほとんど盗ぬすまれて、もぬけの殻からになった美び術じゅつ館かんの写しゃ真しんや、銅どう像ぞうの台だい座ざだけ残のこされてる写しゃ真しんが載のってるのを、時じ間かんをかけて、じっくりながめる。

「アスカには、まだこの英えい語ごは難むずかしいかな。いずれ、ゆっくり解かい説せつをしてあげるよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、ファイルを閉とじた。

　理り央お先せん輩ぱいの解かい説せつかぁ。

　聞ききたいような、聞ききたくないような……。

　だって、興きょう味みはあるけど、ものすごく長ながくなりそうなんだもん。

　それにしても、びっくりしたなぁ。

　こんなふうに、色いろ々いろと調しらべてる人ひとがいるなんて。

　でも、理り央お先せん輩ぱいみたいに、レッドのことを理り解かいして、応おう援えんしてくれる人ひとがいるってことは、その期き待たいを裏うら切ぎれないよね！

　これからも、がんばらないとっ！







　　　　３　驚おどろきのニュース




　甘あまいような、香こうばしいような、デミグラスソースのいい匂におい。

　ふふ～ん！

　今日きょうの夕ゆうごはんは、お父とうさん特とく製せいのビーフシチュー。

　わたしの大だい好こう物ぶつの、１つなんだよね。

　エプロン姿すがたのお父とうさんは、手て際ぎわ良よく、ビーフシチューが盛もられたお皿さらを、テーブルにならべていく。

　今日きょうは、お父とうさんのレストランがお休やすみなんだ。

　だから、何なん時じ間かんも煮に込こまないといけない、手て間まのかかるビーフシチューをつくってくれたってわけ。

　残ざん念ねんながら、おじさんは仕し事ごとでおそくなるみたい。

　でも、ビーフシチューなら、帰かえってきてから温あたためるだけだから、大だい丈じょう夫ぶだけどね。

「よし！　これでできあがりだ」

　お父とうさんが、サラダを盛もった皿さらを持もって、テーブルにやってくる。

「ケイ、ご飯はんだよ」

　わたしは、テレビのニュース番ばん組ぐみを見みているケイに、声こえをかける。

「…………」

　ケイから返へん事じがない。

　そんなに夢む中ちゅうになるニュースでも、やってるの？

　わたしはふり返かえって、テレビを見みた。

　女おんなの人ひとのキャスターと、中ちゅう年ねんのスーツを着きた解かい説せつ者しゃという男おとこの人ひとが、スタジオですわってる。

「……つづいては、本ほん日じつのニュースです。本ほん日じつ午ご後ご５時じごろ、怪かい盗とうレッドが○×美び術じゅつ館かんにあらわれ、展てん示じされていたルネサンス時じ代だいの絵かい画がなど、数すう点てんを盗ぬすんでいったもようです。また、残のこされていたカードは、たしかに怪かい盗とうレッドのもの、とのことです。今こん回かい盗ぬすまれた絵かい画がは、盗とう品ひんなどのうたがいはなく、怪かい盗とうレッドの目もく的てきは不ふ明めい。警けい察さつは絵かい画がの行方ゆくえとともに、怪かい盗とうレッドを全ぜん力りょくで追おっているとのことです」

　……は、はい？

　レッドがあらわれた……

　って、

　えええ──────────!?

　今日きょうの５時じって、わたしもケイも、もちろんお父とうさんだって、ずーっと家いえにいたよ！

　わたしは、立たち上あがって、テレビの前まえに行いく。

「憂うれうべきは、今こん回かい、怪かい盗とうレッドが盗ぬすみだしたものは、犯はん罪ざいがらみのものではなかった、ということですね」

　解かい説せつ者しゃが、さも残ざん念ねんだ、という真面目まじめな顔かおつきで、話はなし出だす。

「と、いいますと？」

「盗ぬすまれた絵かい画がは、かなりの高こう額がくで価か値ちがあるものです。盗とう品ひんのうたがいがない、こういった絵かい画がを、レッドは盗ぬすんだことになります」

「ということは、つまり、どのように考かんがえられますか？」

　キャスターがきくと、解かい説せつ者しゃは難むずかしい顔かおをする。

「レッドの盗ぬすみの目もく的てきが変かわった、ということかもしれません」

　盗ぬすみの目もく的てきが変かわったぁ!?

　どういうことよ、それ！
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「つまり、自じ分ぶんの能のう力りょくを、金かね儲もうけのために使つかい始はじめた、ということかもしれませんね。このご時じ世せいですから、仕し方かたがないことかもしれませんが」

「しかし、それが真しん実じつだとすると、義ぎ賊ぞくとして活かつ動どうしてきた怪かい盗とうレッドが、落おちぶれたということになります。……実じつに残ざん念ねんなことですね」

　キャスターがまとめると、次つぎのニュースに切きり替かわる。

　……な

　………な

　…………なにいってるのぉ!?

　レッドの盗ぬすみの目もく的てきが変かわった？

　落おちぶれた？

　そんなわけ、ないじゃない！

　どうなってんの！

　わたしたちは、動うごいてないっ！

「偽にせ者ものだ」

　ケイが、冷れい静せいな口く調ちょうで言いった。

　に、にせものぉ!?

　だれかが、怪かい盗とうレッドを名な乗のって、盗とう品ひんでもなんでもない絵かい画がを、盗ぬすみ出だしたってこと？

「ああ。それ以い外がいに考かんがえられない。ただ、なんの目もく的てきで、怪かい盗とうレッドを名な乗のっているかは、わからない。罪つみをなすりつけるにしては、カードまで完かん璧ぺきに真似まねるなんて、手てがこんでる」

　それって、どういうこと？

　カードのことなんて、ニュースで言いってなかったけど。

「そのとおり。カードが、偽にせ物ものかもしれないとは、ニュースでは言いってなかった。つまり、警けい察さつが怪かい盗とうレッドのカードだと、判はん断だんしたってことだ」

　そんな……。

　警けい察さつまで、だまされるなんて……。

　あのカードって、そんなに簡かん単たんに、偽にせ物ものがつくれるの？

「簡かん単たんじゃない。まず、カードそのものを、見みたことがある人にん間げんが限かぎられてる。警けい察さつが回かい収しゅうしてしまうからな。一いっ般ぱん人じんには絶ぜっ対たいに手てに入はいらない。それに、カードには偽にせ物ものをつくられないように、ホログラムを入いれてある。警けい察さつが疑うたがわないということは、このホログラムも、真似まねしてあったということだ」

　その、ホロなんとかっていうのって、光ひかりが当あたるとキラキラするやつだよね。

「そうだ。絶ぜっ対たいに真似まねできない、とは言いわないが、警けい察さつが疑うたがわないレベルにまで、正せい確かくに真似まねできるとなると、本ほん物もののレッドのカードを参さん考こうにしてつくらないとムリだ」

　じゃあ、その偽にせレッドは、どっかでレッドのカードを手てに入いれたってこと!?

「そうだ。そして偽にせレッドは、おれたちに罪つみをなすりつけて、自じ分ぶんの利り益えきのために、高こう価かな絵かい画がを盗ぬすみだしたんだ」

　なんだと──!!

　ゆるせないっ！

　そんなやつら、絶ぜっ対たいにつかまえなきゃ！

　ケイが、きびすを返かえして、部へ屋やに向むかう。

　調しらべにいくつもりだ。

　今いまは、ケイにまかせるしかない。

　ケイなら絶ぜっ対たいに、なにか手てがかりをつかんでくれるはずだもん。

　それにしても、待まってなさいよ、偽にせ者もの！

　このままじゃ、絶ぜっ対たいにすまさないんだから！

　……それにしても、このニュース、理り央お先せん輩ぱいはどう聞きいたんだろう。

　なんか、嫌いやな予よ感かんがするかも。







　　　　４　理り央お先せん輩ぱいの怒いかり




　朝あさ、教きょう室しつに行いくと、なんだかいつもと雰ふん囲い気きが違ちがった。

　いつもはざわついて、話はなし声ごえがあふれてるのに、妙みょうに静しずか。

　ん？

　なんか、わたしに視し線せんが集あつまってるような……。

　教きょう室しつにいた実み咲さきと目めが合あう。

　こまったような顔かおで、目めでわたしの席せきのほうを示しめした。

　ん？　なんだろう。

　わたしは、首くびをかしげつつ、自じ分ぶんの席せきを見みる。

　…………げっ！

　わたしの机つくえの上うえに、理り央お先せん輩ぱいが足あしを組くんで、すわっていた。

　遠とお目めにみてもわかるぐらい、メラメラとした怒いかりのオーラを放はなってる。

　あ、あれじゃあ……

　みんなだまるよね……。

　クラスのみんなが、「どうにかして」という視し線せんで、わたしを見みてる。

　そ、そんな目めで見みられても。

　わたしも、あんまり関かかわりたくないぐらいの、雰ふん囲い気きなんだけど……。

　でも、このままでもいられないよね。

　よし。

　おそるおそる、わたしは理り央お先せん輩ぱいに近ちかづく。

「り、理り央お先せん輩ぱい？」

　声こえをかけると、理り央お先せん輩ぱいがこっちをふり返かえる。

　こ、こわっ！

　やっぱり、こわいんですけど。

　理り央お先せん輩ぱいは、見みたことないような、怒いかりに満みちた表ひょう情じょうをしてる。

　思おもわずわたしが、後あとずさりするぐらい。

「昨日きのうのニュースは、見みた？」

　理り央お先せん輩ぱいが、感かん情じょうをおさえた声こわ音ねで、きいてくる。

「ニュースっていうと……」

　偽にせレッドのことが、頭あたまをよぎりつつ、きき返かえす。

「もちろん、怪かい盗とうレッドのことだ！」




　ドンッ




　理り央お先せん輩ぱいが声こえをあらげて、机つくえに拳こぶしをたたきつけた。

　教きょう室しつが、一いっ瞬しゅんしんっ、となる。

　みんなが驚おどろく様よう子すに、理り央お先せん輩ぱいは我われに返かえったのか、いつもの表ひょう情じょうを少すこし取とりもどした。

「……ごめん。どうもレッドのこととなると、冷れい静せいでいられなくて」

　どうやら、怒いかりのほこ先さきは、わたしじゃなくて、レッドらしい。

　あれ？

　って、結けっ局きょくわたし……なんだっけ。

「アスカ、放ほう課か後ごに話はなしがしたい。時じ間かんをつくってくれ」

　話はなし？

　理り央お先せん輩ぱいの感かんじからすると、とうぜん、レッドに関かん係けいすることだよね。

　ケイも、まだ調しらべはついてないみたいだし、聞きけることは、聞きいといたほうがいいよね。

「わかりました」

「それじゃあ、放ほう課か後ごに部ぶ室しつで」

　それだけ言いうと、理り央お先せん輩ぱいは、足あし早ばやに教きょう室しつから出でていってしまった。

　あっという間まで、しばらく、クラスのみんなも、ぽかーんとしていた。

「なんていうかさ、台たい風ふうみたいな人ひとだよね」

　実み咲さきがとなりにきて、言いった。

　たしかにそうかも。

　でも、なんで理り央お先せん輩ぱい、あそこまでレッドのことを怒おこってたんだろう。

　昨日きのうのことが原げん因いんにしたって、あんなに怒おこるなんて……。

　ますます、嫌いやな予よ感かんがするかも。







　放ほう課か後ご、わたしはまっすぐ、怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつに向むかった。

「失しつ礼れいしま～す」

　ノックをして、部ぶ室しつのドアを開あける。

「おっ、きたか」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、ドアの近ちかくのイスにすわっていた。

　大おおきな体からだで、太ふとい腕うでを胸むねの前まえで組くんでいる。

　奥おくでは、本ほんを読よんでいた健けん人と先せん輩ぱいが、ちらりと顔かおを上あげた。

　目めつきは鋭するどいけど、わたしを見みると、少すこしだけ口くち元もとに笑えみをうかべる。

　なんか健けん人と先せん輩ぱいって、いつも本ほんを読よんでて、どっかケイと似にてる感かんじがする。

　まあ、ケイほど愛あい想そは悪わるくないけどね。

　で、理り央お先せん輩ぱいは……あれ？

　部ぶ室しつの中なかにいない。

「悪わるいな。理り央おのやつ、先せん生せいに用よう事じを頼たのまれて、少すこしおくれる」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、キョロキョロしてたわたしに、説せつ明めいしてくれる。

「立たちっぱなしじゃなんだから、すわりなよ」

　健けん人と先せん輩ぱいが、折おりたたんで壁かべにたてかけられてる、パイプイスを指ゆびさす。

「は、はい……」

　わたしは、パイプイスを広ひろげて、はしっこにすわった。

　しーん、と部ぶ室しつが静しずかになる。

　ううぅ……気きまずい。

　考かんがえてみたら、理り央お先せん輩ぱいがいないところで、この２人ふたりと一いっ緒しょになるのって、初はじめてだ。

　この前まえは、理り央お先せん輩ぱいが色いろ々いろと話はなしてくれたから、話わ題だいはつきなかったんだけど。

　なんだか、急きゅうに緊きん張ちょうしてきた。

　あまりに気きまずいけど、何なにを話はなしていいか分わかんないし。

　でも、わたしがだまっていても、２人ふたりともとくに、気きにした様よう子すもない。

　大だい貴き先せん輩ぱいは目めを閉とじて、じっとしてるし、健けん人と先せん輩ぱいは本ほんを読よんでる。

　理り央お先せん輩ぱいほどじゃないにしても、この２人ふたりもかなりマイペースみたい。

　それにしても、この先せん輩ぱいたちと、理り央お先せん輩ぱいって、どうして一いっ緒しょに怪かい盗とう部ぶなんて、へんてこりんな部ぶ活かつをやってるんだろう？

　中ちゅう学がく時じ代だいから友とも達だちだったんだよね？

　わたしは、ちらりと大だい貴き先せん輩ぱいを見みる。

　その視し線せんに気きづいたのか、大だい貴き先せん輩ぱいがまぶたを開ひらいて、わたしと目めを合あわせた。

　ん？　という感かんじに、大だい貴き先せん輩ぱいが首くびをかしげる。

　今いまならきけそうかも。

「あ、あの……先せん輩ぱいたちは、どうやって理り央お先せん輩ぱいと友とも達だちになったんですか？」

　気きになってたことを、質しつ問もんしてみた。

「やっぱり、気きになるよな？」

　ええ、すっごく！

「中ちゅう学がくに入はいってすぐのころ、いきなりあいつに、『おまえ、この学がっ校こうに満まん足ぞくかっ!?』って、話はなしかけられてな。おれはとくに不ふ満まんを感かんじたことはなかったんだが、理り央おは『なんでもかんでも、規き則そくでしばられているのはおかしい。わたしたちは、わたしたちのことを、自じ分ぶんで考かんがえられる頭あたまがあるじゃないか！』と主しゅ張ちょうしたんだよ」

　えっ！

　いきなりそんなこと言いったんだ……。

　さすが理り央お先せん輩ぱい。

「正しょう直じき、『なんだ、こいつ』と思おもわないでもなかったが、不ふ思し議ぎとあいつの言いうことに、惹ひかれてな。一いっ緒しょに行こう動どうするようになったんだ。健けん人とのやつも、だいたい、同おなじだよ」

　健けん人と先せん輩ぱいを見みると、本ほんに目めを落おとしたまま、小ちいさくうなずいてる。

「それからも理り央おは、つぎつぎと行こう動どうしていってな。生せい徒と会かい長ちょうに立りっ候こう補ほしたときには、わかりやすい選せん挙きょ演えん説ぜつで、あっという間まに、支し持じを集あつめた。実じっ際さい、あいつが生せい徒と会かい長ちょうになってからの学がっ校こうは、すごくおもしろくなったよ。それまでおれたちが、見みえてなかった問もん題だい点てんを、あいつは見みつけ出だして、しかも、あきらめずに取とり組くんで、おれたちに自じ由ゆうで楽たのしい学がっ校こう生せい活かつが何なにかを教おしえてくれたんだ。それ以い来らい、おれたちは、あいつが考かんがえることを、やってのけることを、信しん頼らいしてるのさ」

　す、すごっ！

　学がっ校こうを変かえたっていう、詩し織おり会かい長ちょうの話はなしは本ほん当とうだったんだ。

「ま、ふだんは単たんなる変へん人じんだったりするがな」

　そう言いって、大だい貴き先せん輩ぱいが笑わらう。

　……たしかに。

　かなり変かわった人ひとだよね。

「おくれて、ごめん」

　ドアがガラリと開あいて、理り央お先せん輩ぱいが入はいってくる。

　急いそいできたのか、息いきを弾はずませてる。

　つかつかと足あし音おとをならして、理り央お先せん輩ぱいは、わたしたちとテーブルをはさんで、反はん対たい側がわに立たった。

「さっそくだけど、今日きょう集あつまってもらった、用よう件けんに入はいるよ」

　そう言いって、理り央お先せん輩ぱいはわたしたちを見みまわす。

　表ひょう情じょうがけわしい。

「昨日きのうの怪かい盗とうレッドの事じ件けんは、知しってるね？」

　やっぱり、話はなしって、昨日きのうのことなんだ。

「あの、美び術じゅつ館かんで絵かい画がを、盗ぬすんだっていうやつだろ？」

　大だい貴き先せん輩ぱいが答こたえる。

「そうだ！　怪かい盗とうレッドが美び術じゅつ館かんに忍しのびこんで、高こう価かな絵かい画がを盗ぬすみだした」

　声こえはおさえてるけど、怒いかりがにじんでる感かんじ。

「怪かい盗とうレッドが、高こう価かな絵かい画がを盗ぬすみだす。ふつうに考かんがえればいつも通どおりだな」

「ふつうじゃない!!」

　理り央お先せん輩ぱいは、机つくえを拳こぶしでたたきながら、怒ど鳴なる。

「怪かい盗とうレッドは、自じ分ぶんのために盗ぬすまない。盗とう品ひんとか、犯はん罪ざいと関かん係けいがあるものとか、そういうものしか盗ぬすまないはずなんだよ。それが、今こん回かいはどういうことか、ただの高こう価かな絵かい画がを盗ぬすんでる。もちろん、本ほん物ものの持もち主ぬしのところからね！　これが、ふつうなわけがない！」

　理り央お先せん輩ぱいは、身みを乗のり出だして、大だい貴き先せん輩ぱいに向むけて言いいはなつ。

「わ、わかってるって、理り央お。おれだって、昨日きのうのニュースは見みてる。らしくない盗ぬすみだって、言いいたいんだろ」

「当あたり前まえだ！　あんなの、怪かい盗とうレッドがすることじゃないっ！」

　さっすが、理り央お先せん輩ぱい。わかってる！

　そうなんだよ。

　あれは、偽にせレッドの仕し業わざなんだって。

「……じゃあ、本ほん物ものの怪かい盗とうレッドじゃ、ないんじゃないか？」

　健けん人と先せん輩ぱいが、本ほんから顔かおを上あげて、言いった。

　ビンゴ！

　さすが高こう等とう部ぶ随ずい一いちの秀しゅう才さい！　視し点てんがするどいっ！

　わたしは、心こころの中なかでぶんぶん大おおきくうなずく。

　だけど、理り央お先せん輩ぱいは首くびを横よこにふった。

「いや。あれは間ま違ちがいなく、怪かい盗とうレッドの仕し業わざだ」
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　ええーっっっ!!

　な、なんで、そうなるの!?

　そんなこと自じ信しんたっぷりに言いえるの!?

「昨日きのうのうちに、捜そう査さをした警けい察さつに問とい合あわせたんだ」

　理り央お先せん輩ぱいは、くやしそうに、くちびるをかんでる。

　問とい合あわせた？　理り央お先せん輩ぱいが？

　どうして、そんなことできたんだろう？

　じっくり疑ぎ問もんを考かんがえる間まもなく、理り央お先せん輩ぱいが続つづける。

「いつも使つかわれる、怪かい盗とうレッドのカードと、まったく同おなじものだったって。科か学がく的てきに調しらべたそうだけど、違ちがう点てんは見みつからなかったらしい」

　昨日きのう、ケイが言いってた通とおりだ。

　警けい察さつは偽にせレッドのカードを、本ほん物ものだと思おもってるって。

　それじゃあ、だれもレッドが偽にせ者ものだなんて、気きづいてくれるわけがない。

「じゃあ、本ほん物ものの怪かい盗とうレッドの仕し業わざってことだな」

　大だい貴き先せん輩ぱいが言いった。

　そ、そんな……。

　わたしは目めを伏ふせる。

　理り央お先せん輩ぱいたちにも、信しんじてもらえないなんて……。

「だとしたら、ぼくたちがするべきことは、１つ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびを立たてて、わたしたちに向むける。

　わたしと大だい貴き先せん輩ぱいたちは、顔かおを見み合あわせる。

「自じ分ぶんの利り益えきのために盗ぬすむ、怪かい盗とうレッドなんて、もうそんなの怪かい盗とうレッドじゃないっ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、宣せん言げんするように言いい切きる。

「でも、本ほん物ものの怪かい盗とうレッドには違ちがいない。たとえ、心こころ変がわりしたとしても」

　健けん人と先せん輩ぱいが、冷れい静せいにつげる。

「そう……。だから、そんな怪かい盗とうレッドは、ぼくが……ぼくたちが、つかまえるっ！」

　理り央お先せん輩ぱいは、ぐっと拳こぶしをにぎりしめて、ホワイトボードをバンッとたたいた。

　その目めからは、迷まよいは感かんじられない。

　本ほん気きで、つかまえるつもりみたい。

　ちらりと、大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいを見みると、また始はじまった、っていう顔かおをしてる。

　だけど、嫌いやそうじゃない。

　理り央お先せん輩ぱいと同おなじように、決けつ意いのこもった目めをしてる。

「アスカも、協きょう力りょくしてくれるね？」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしにきいてくる。

　協きょう力りょくするっていったって……。

　わたしがわたしをつかまえるなんて、ムリ。

「……つかまえるって、どうするんですか？」

　わたしは答こたえにこまって、とりあえず質しつ問もんしてみる。

「ぼくにいい案あんがあるんだ。まかせてほしい」

　理り央お先せん輩ぱいは、自じ信しん満まん々まんにニヤリと笑わらった。

　なにか作さく戦せんがあるみたい。

　レッドを理り解かいしてくれてる理り央お先せん輩ぱいが、レッドをつかまえようとするなんて……。

　いったい、どうなっちゃうの!?







　　　　５　あんたたち、何なに者もの!?




　日にち曜ようの夜よる。

　わたしは、30階かい建だての高こう層そうビルの中なかにいた。

　もちろん、怪かい盗とうレッドのユニフォーム姿すがた。

　ここに盗とう品ひんの宝ほう石せき──青色ブルーの星スターがあるっていう情じょう報ほうを、ケイが手てに入いれたんだよね。

　青色ブルーの星スターっていうのは、２週しゅう間かんほど前まえに、ある美び術じゅつ館かんから盗ぬすみだされた、大おお粒つぶのサファイア。

　ここのビルのオーナーが、青色ブルーの星スターを盗ぬすみだす指し示じをして、外がい国こくに売うり飛とばそうとしてるのを、つかんだんだ。

　そうなったら、もちろん、わたしたち怪かい盗とうレッドの出で番ばん！

　青色ブルーの星スターを取とり返かえして、盗ぬすみだす指し示じをしたオーナーの、逃にげられない証しょう拠こをつかんでやろうってわけ。

　青色ブルーの星スターも持もち主ぬしに返かえせるし、悪わるいやつもつかまえられるし、一いっ石せき二に鳥ちょう！

　それが、わたしたち怪かい盗とうレッドの仕し事ごとなんだ。

　偽にせレッドがいるからって、レッドの仕し事ごとをしないわけにはいかない。

　ううん！

　こんなときだからこそ、今いままで通どおり、レッドの仕し事ごとをしなきゃだもんね。

『ここまでは、問もん題だいないな』

　ケイの声こえが、通つう信しん機きから聞きこえる。

　ケイは今いま、ビルの見みえる別べつの場ば所しょにいる。

　あらかじめ手てに入いれておいた、内ない部ぶの構こう造ぞう図ずと、リアルタイムでハッキングして見みている、警けい備び室しつのモニターを使つかって、警けい備びの目めをかいくぐる方ほう法ほうを、わたしにナビしてくれる。

　わたしは周しゅう囲いを見みまわして、警けい備び員いんの姿すがたがないことを確かく認にんする。

　明あかりがないから、ろう下かはかなり暗くらい。

　でも、暗あん視しスコープのおかげで、暗くら闇やみもかなり見みわたせるんだけどね。

　そんなにおそい時じ間かんじゃないけど、日にち曜よう日びだから、ビルで働はたらいている人ひとの姿すがたはない。

　うん。大だい丈じょう夫ぶ。

『10メートル先さきに監かん視しカメラがあるが、壁かべ際ぎわが死し角かくだ』

「りょーかい」

　わたしは監かん視しカメラの位い置ちを確かく認にんして、壁かべ際ぎわにそって進すすむ。

　今こん回かいの目もく的てきの宝ほう石せきは、20階かいのフロアにあるから、あと３階かいほど上あがらないと。

　ろう下かの先さきの階かい段だんを上のぼっていくと、行いき止どまりになってる。

『そこからは、ろう下かを横よこ切ぎった反はん対たい側がわに、階かい段だんがある』

　オーケー。

　わたしは、慎しん重ちょうにろう下かに出でると、まわりを警けい戒かいする。

　その時とき。

　──えっ！

　わたしは、ろう下かの先さきを見みて、思おもわず声こえを上あげそうになるのを、なんとか押おしこめた。

　そこに人ひと影かげがあったのだ。

　それも２人ふたり。

　警けい備び員いん……じゃない。

　警けい備び員いんなら、ケイが見み逃のがすわけがない。

　よく見みると、警けい備び員いんの制せい服ふくじゃなくて、黒くろずくめのいかにも、あやしいかっこう。

「ケイ！　人ひとがいるの、しかも２人ふたり！　たぶん、警けい備び員いんじゃない。そっちにはなにも映うつってないの？」

　わたしは、２人ふたり組ぐみに聞きこえないように、小こ声ごえで伝つたえる。

『……！』

　ケイが、息いきを飲のんだのがわかった。

『わかった。すぐに調しらべる』

　２人ふたり組ぐみは、１人ひとりは背せが高たかく、もう１人ひとりは小こ柄がらみたい。

　２人ふたりとも、たぶん男おとこ。

『屋おく内ないにいる警けい備び員いんの数かずは10人にん。そのうち、ビル内ないをまわっているのは、10階かいに２人ふたり、３階かいに２人ふたりだけだ。警けい備びシステムも、おれがハッキングして、ブロックしたところ以い外がいは、問もん題だいなく作さ動どうしている。そんなところに、一いっ般ぱん人じんがまぎれこんでいるはずがない』

　それじゃあ、この目めの前まえにいるのは……。

『そいつらも、青色ブルーの星スターを盗ぬすみにきたんだろう』

　わたしたち以い外がいに、青色ブルーの星スターを狙ねらってるやつらがいるってわけ!?

『同おなじ日ひ、同おなじ時じ間かんに盗ぬすみにくるとは、思おもわなかったが、それだけ価か値ちのある宝ほう石せきだからな。……ただ、なぜ青色ブルーの星スターがここにあるとつかんだのか、疑ぎ問もんは残のこるが』

　そうだよね。

　ケイだから、ここに青色ブルーの星スターがあるって、わかったんだもん。

　ただの泥どろ棒ぼうに、わかるわけないのに……。

『ただ者ものじゃないと思おもったほうがいいだろう。セキュリティのきびしいこのビルを、完かん璧ぺきに忍しのびこむには、ルートは２つある。１つは、アスカが通とおってきたルート。しかし、これはアスカより、先さきに使つかわれた形けい跡せきはなかった。もう１つは、最さい低ていでも２人ふたり以い上じょうの人にん数ずうがいるルートだ。こちらは、アスカ１人ひとりで忍しのびこむ以い上じょう、最さい初しょから考かんがえていなかったが、目めの前まえのやつらが、そのルートを使つかったのなら、セキュリティをかいくぐってきたのも、理り解かいできる』

　でもそれって、ケイが考かんがえつくルートのうちの１つを、あいつらが考かんがえて、通とおってきたってこと？

　いったい、なにものなの、あいつら？

「いつまで、こそこそしてんねん。かくれとるつもりかもしれんけどな、こっちは、とっくのとうに気きづいとるっちゅーねん。それともあれか、ワイらのストーカーかいな？」

　……えっ！

　いつの間まにか、２人ふたり組ぐみがこちらを見みていた。

　バ、バレてるっ！

　しかも、これって関かん西さい弁べん!?

　わたしは、壁かべ際ぎわからろう下かの中ちゅう央おうに飛とび出だす。

　ここなら、監かん視しカメラからも、見みえないはず。

『気きをつけろ』

　わかってるって。

　わたしは、２人ふたり組ぐみに向むき合あうように立たつ。

「あんたたち、なにもの!?」

　わたしは、２人ふたり組ぐみを指ゆびさして、さけぶ。

「そんなん聞きかれたかて、へぇ、ワイらこういうもんです～、ハイこれ名めい刺し。っちゅうて名な乗のるわけあるかいな。なあ、相あい棒ぼう」

　小こ柄がらな男おとこが、肩かたをすくめて、となりの長ちょう身しんの男おとこを見みる。

「え？　ワイら名めい刺しなんか、持もってへんけど？」

　長ちょう身しんの男おとこが、おっとりした口く調ちょうで答こたえる。

「ちゃうやろ！　そういうことちゃうやろ。まあ名めい刺しもっとったって、わたせへんけどな」

「そうか？　ここで名めい刺し交こう換かんすんのも、おつなもんやと思おもうけどなぁ」
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　長ちょう身しんの男おとこが、のんびりと言いった。

「おまえ、なに考かんがえとんねん！」

　小こ柄がらな男おとこは、頭あたまをかかえてる。

　…………え？

　わたしは目めの前まえの２人ふたり組ぐみのやりとりに、一いっ瞬しゅん、ぽか～んとしてしまう。

　な、なんなのこいつら。

　まるっきり、緊きん張ちょう感かんがない。

　あらためて見みると、１人ひとりは背せが高たかくて、すごくガタイがいい。もう１人ひとりはやせてて小こ柄がら。大おおきい方ほうの陰かげになると、まるっきり隠かくれて見みえなくなるぐらいに小ちいさい。

　その２人ふたりが、目めの前まえで、まるで漫まん才ざいみたいな会かい話わを、くり広ひろげてる。

　ここが、厳げん重じゅうな警けい備びがされた、ビルの中なかってことを、忘わすれそうになる。

『……アスカ！』

　え？

　ケイの声こえに、ハッと気きづく。

　目めの前まえに、小こ柄がらな男おとこがせまってる。

　まずっ！　油ゆ断だんした！

　男おとこのパンチが、お腹なかに当あたる。

「うっ……」

　わたしは、体からだをくの字じに曲まげて、その場ばにひざをつく。

「油ゆ断だん大たい敵てきやで～」

　男おとこが飛とびのく。

「あ、あんたたち……なにもの……」

　わたしは、荒あらく息いきをしながら、言いった。

「ワイら？　怪かい盗とうレッドやで」

　小こ柄がらな男おとこが答こたえる。

　…………[image: !!!]

　ど、どういうことよ！

「有ゆう名めい人じんに会あえて、光こう栄えいですやろ？　あ、でも、サインは事じ務む所しょを通とおしてやー」

　２人ふたり組ぐみが、顔かおを見み合あわせて、笑わらってる。

「けどな、お嬢じょうちゃん、無む理りはあきまへんで。ほんなら、ワイらは、青色ブルーの星スターを頂ちょう戴だいしてきますわ。さ、相あい棒ぼう、いこか」

「へいへい！」

　２人ふたりが、スキップしながら、ろう下かを進すすんでいく。

　バ、バカにしてぇ！

　起おき上あがって追おいかけたいけど、まだ動うごけそうにない。

　それにしても、あいつら、今いま、自じ分ぶんたちが怪かい盗とうレッドだって言いった。

　それってつまり……。

『あいつらが、偽にせレッドと見みて、間ま違ちがいない』

　だよね！

　だったら、ここで逃にがすわけにはいかない。

　青色ブルーの星スターを狙ねらうなら、絶ぜっ対たいに阻そ止しして、ついでに、あいつらを、ふんづかまえてやるんだから！

　わたしは、催さい眠みんガス入いりの玉たまを、かまえる。

　今いまなら、油ゆ断だんしてるっ！

　ろう下かの先さきにいる、小こ柄がらな男おとこにむけて、指し弾だんで連れん続ぞくしてはなつ。

　真まっ直すぐに、偽にせレッドに向むかって、飛とんでいく。

　当あたるっ！

「ほっ！」

　小こ柄がらな男おとこが、肩かたをほぐすように、横よこにかたむけて、一発ぱつ目めをよける。

「よっと！」

　こんどは、上じょう半はん身しんを、後うしろに倒たおすようにして、残のこりの玉たまも、まとめてかわす。

　ど、どうなってるわけ!?

　まるっきり、ふざけてるみたいだけど、全ぜん部ぶかわすなんて……。

「そんなん、当あたるわけないっちゅーねん！」

　べーっ、と舌したを出だして、偽にせレッドはそのままろう下かを曲まがる。

　逃にがさないっ！

　わたしは立たち上あがって、追おいかける。

　ろう下かを曲まがると、ずいぶん先さきに偽にせレッドの姿すがたが見みえる。

　だいぶ、はなされちゃったけど、まだ追おいつける！

　偽にせレッドを追おいかけながら、わたしは、階かい段だんをかけ上あがる。

　階かい段だんをかけ上あがると、広ひろいフロアに出でた。

　あれ？

　偽にせレッドの姿すがたがない。

　見みまわしても、人ひとの気け配はいがない。

　じっと目めをこらすと、奥おくのほうのドアが開あいていた。

　あそこねっ！

『アスカ、待まて！……』

　ケイの止とめる声こえが聞きこえたけど、今いまはそんなの聞きいてる場ば合あいじゃない。

　社しゃ長ちょう室しつ、とプレートのある部へ屋やのドアが、半はん開びらきになっていた。

　そっと中なかをのぞくと、ふわふわのカーペットがしかれた、広ひろ々びろとした空くう間かんがひろがってる。

　窓まど際ぎわに高こう級きゅうそうな大おおきなデスクが置おかれ、壁かべ際ぎわに本ほん棚だながならんでる。

　ゆっくりと部へ屋やの奥おくに進すすんでいく。

「……うそ」

　わたしは思おもわず、小ちいさく声こえをもらす。

　デスクの奥おくに、２メートルほどの棚たながあり、そこに金きん庫こが備そなえつけてあった。

　その金きん庫このドアが、開ひらいている。

　金きん庫この中なかをのぞいてみると、からっぽ。

　もしかして、ここに青色ブルーの星スターがあったの？

　偽にせレッドは……。




　ビー　ビー　ビー




　そう考かんがえる間まもなく、突とつ然ぜん、けたたましい音おとが、ビル中じゅうで鳴なり出だした。

　警けい報ほう!?

　もしかして、あいつらにはめられたの!?

『逃にげるぞ、アスカ！』

　ケイの声こえでハッとする。

　わたしは、ギュッとくちびるをかみしめて、警けい報ほうの鳴なり響ひびくビルを、走はしり出だした。







　　　　６　ふたたびの、大だいニュース!?




「……はあ」

　わたしは、ため息いきをつきながら、リビングに行いく。

　テーブルには、朝ちょう食しょくの準じゅん備びがしてあった。

「起おきたか。昨日きのうは、大たい変へんだったみたいだな」

　お父とうさんが、リビングのテレビを、目めでしめす。

　ちょうど、ニュース番ばん組ぐみをやっているところだった。

　女じょ性せいアナウンサーと男だん性せい解かい説せつ者しゃが、ならんですわってる。

『昨さく夜や、怪かい盗とうレッドが、青色ブルーの星スターを盗ぬすみだした、と警けい察さつより発はっ表ぴょうがありました。眠ねむらされた警けい備び員いんのポケットより、カードが見みつかったとのことです。……この宝ほう石せきは盗とう品ひんだったそうですね』

『はい、警けい察さつの発はっ表ぴょうによると、これは△×美び術じゅつ館かんから盗ぬすまれたもの、だったとのことです』

　アナウンサーの質しつ問もんに、解かい説せつ者しゃが答こたえる。

『にもかかわらず、現げん在ざいのところ、レッドより宝ほう石せきが持もち主ぬしに返かえされた、という情じょう報ほうは入はいっていませんね』

『はい、通つう常じょうですと、怪かい盗とうレッドは、犯はん罪ざいにからんでいた場ば合あいは、それを記き入にゅうしたカードを置おいてくることで告こく発はつする、あるいは、品しな物もの自じ体たいが盗とう品ひんだった場ば合あいは、すぐに警けい察さつ、あるいは元もと々もとの持もち主ぬしに返へん還かんするという方ほう針しんをとってきています。今こん回かいの場ば合あい、レッドの犯はん行こうカードは残のこっていたものの、半はん日にちがたった今いまも、返へん還かんされていないということは……』

　ああもう！

　あいつらぁ！

　また、わたしたちがやったことにして！

　わたしは、テレビの電でん源げんを切きる。

「そう怒おこるな。偽にせ者ものと、顔かおを合あわせたんだろ？　どんなやつらだったんだ？」

　お父とうさんが、向むかいにすわって、きいてくる。

「ふざけたやつら！　関かん西さい弁べんでおちゃらけてて……」

「だから油ゆ断だんした、か」

　うっ……。

　まさにその通とおりだから、言いい返かえせない。

　まんまとワナにはめられたのだって、ケイは止とめたのに、わたしがきかなかったせいだし。

　ワナにはまらなければ、まだ偽にせレッドを追おいかけることも、できたかもしれないのに……。

　昨日きのうは、なんとかケイのナビで、ビルから逃にげてこられたけど、ほんとに危あぶないところだった。

「アスカの性せい格かくをうまく利り用ようした、という気きもするが、知しってるやつらじゃ、ないんだろ？」

　当あたり前まえ！

　あんなへんてこなやつがいたら、絶ぜっ対たい覚おぼえてるもん！

「……お……はよう………ございます」

　ケイがぼーっとした顔かおで、リビングにやってくる。

　あいかわらず、朝あさはゾンビ。

　って、そうじゃなくて！

「ケイ！　なんでのんきに寝ねてられるのよ！　昨日きのうしてやられて、あやうく、こっちがつかまりそうに、なったっていうのに！」

「……つかまらなかったんだから……問もん題だいない」

　そりゃ、逃にげられたのはケイのおかげだけど、偽にせレッドも逃にがしちゃったじゃん！

「……チャンスは……まだある」

「へ？」

　ケイは新しん聞ぶんを手てに取とると、パラパラとめくってから、わたしに向むけて、突つきだしてくる。

　新しん聞ぶんがなんだっていうわけ？

　わたしは、首くびをかしげつつ、ケイから新しん聞ぶんを受うけ取とった。

　ケイが開ひらいたページに目めを落おとす。

　…………は？

　わたしは思おもわず、ぽかーんとして、口くちを開あけたまま、新しん聞ぶんを見みつめてしまった。

　だって新しん聞ぶんには、大おおきくこう書かいてあったんだもん。
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　ってね。

　しかも、新しん聞ぶんの１ページを、まるまる大おおきく使つかって。

　な、なにこれ!?

　だれがこんなこと……。

「挑ちょう戦せん状じょうの差さし出だし人にんが、書かいてあるだろ？」

　ケイに言いわれて、新しん聞ぶんのページの下したのほうを見みる。

　ＴＯＮＹ清きよ瀬せ美び術じゅつ館かんって、書かいてあった。

「ＴＯＮＹはアスカも知しってるだろう。日に本ほんで、いや世せ界かいでも一いち流りゅうの電でん気き機き器きメーカーだ。清きよ瀬せというのは、ＴＯＮＹのオーナー社しゃ長ちょうの名な前まえだ。清きよ瀬せという名な前まえに、聞きき覚おぼえがあるだろう？」

　清きよ瀬せ……？

　ああああっ！

「理り央お先せん輩ぱいっ！」

　たしか、理り央お先せん輩ぱいの名みょう字じって、清きよ瀬せだったよね。

　ってことは、これって、理り央お先せん輩ぱいがしかけたことなの!?

　わたしはあらためて、新しん聞ぶんに目めを落おとす。

　新しん聞ぶんのページには、「怪かい盗とうレッドへの挑ちょう戦せん状じょう」と書かかれたあとに、その具ぐ体たい的てきな内ない容ようが続つづいてる。

「え～と。ＴＯＮＹ清きよ瀬せ美び術じゅつ館かんで用よう意いした、世せ界かい最さい高こう峰ほうのルビー、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを、２日ふつか間かん展てん示じいたします。その間あいだに、もしも盗ぬすみだすことができたなら、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンは差さし上あげましょう……って、なにこれ！」

　なんのために、こんなこと……？

「レッドを、おびきよせるためだろう」

　で、でも！

　レッドがこんな勝しょう負ぶ、受うけるわけないじゃん！

「そうだ。ぼくたちは受うけない。そうわかっているのは、本ほん物もののレッドであるぼくたちだけだ。この間あいだの盗ぬすみに続つづいて、昨日きのう、青色ブルーの星スターが盗ぬすまれて、盗とう品ひんだったにもかかわらず返かえされていないことも、すでにニュースになっている。だから、世せ間けんでは、レッドが、完かん全ぜんに金かね儲もうけに方ほう向こう転てん換かんしたと、思おもわれているんだろう」

　そんなっ！

　だけど、いくらニュースになったって、だれがなんて言いったって、わたしたちが、挑ちょう戦せんに乗のることはありえない。

　だって、盗ぬすむ理り由ゆうがない。

　世よの中なかにどんなふうに思おもわれたって、わたしたちは正せい義ぎの怪かい盗とうだもん。

　挑ちょう発はつされたからって、怒おこって盗ぬすみに行いくなんてことは、絶ぜっ対たいにしない。

　……だけど、偽にせレッドなら？

　偽にせレッドなら、やりかねないかも。

　もし、偽にせレッドが灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを盗ぬすみにきたら、どうなるんだろう。

　成せい功こうしたら、レッドはやっぱり、自じ分ぶんの利り益えきのために盗ぬすみをするんだ、ってことになる。

　失しっ敗ぱいしたら、レッドが盗ぬすみに失しっ敗ぱいしたってことになる。

　そんなの、どっちもイヤだ！

　それに、もし、偽にせレッドがつかまったりしたら、あっちが本ほん物もののレッドってことになっちゃうかもしれない。

　だって、警けい察さつだって信しんじてるんだもん。

　偽にせレッドが偽にせ者ものだって証しょう明めいできるのは、わたしたちだけだけど、まさか「わたしたちが、本ほん物ものの怪かい盗とうレッドです」なんて、名な乗のり出でるわけにいかないし。

　あ～もう！

　いったい、どうしたらいいの!?
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　放ほう課か後ごの怪かい盗とう部ぶの部ぶ室しつ前まえ。

　ケイから、理り央お先せん輩ぱいの真しん意いを聞ききだしてくれって、言いわれたんだよね。

　わたしは、ドアをノックしようと、手てを伸のばす。

　だけど、その前まえに、ドアがガラリと開あいて、理り央お先せん輩ぱいが出でてきた。

　うわっ！

　ぶつかりそうになって、あわてて、体からだをそらす。

「っとと！　あっ、アスカ！　ちょうどよかった。今いま、呼よびに行いこうと思おもってたんだ」

　理り央お先せん輩ぱいがわたしを？

「わたしも理り央お先せん輩ぱいに、話はなしを聞ききたくて……」

　わたしの言こと葉ばに、理り央お先せん輩ぱいは大おおきくうなずいた。

「そうだと思おもってた。呼よびにいこうとしたのは、たぶん、アスカの聞ききたい話はなしのことでだ」

　ということは、今朝けさの挑ちょう戦せん状じょうのこと？

「それじゃあ、行いこう」

　えっ、行いくってどこに？

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしの手てをつかむ。

　そのまま、ずかずかと理り央お先せん輩ぱいが歩あるきだす。

　わたしは、そのままずるずると引ひきずられる。

　え、ちょ、待まってえええ！







　ぴたり、と高こう級きゅう外がい車しゃが止とまった。

　なぜだか、わたしはその高こう級きゅう外がい車しゃの中なかにいた。

　目めの前まえには、高たかい門もん扉ぴ。

　理り央お先せん輩ぱいに連つれていかれたかと思おもったら、学がっ校こうの前まえに止とめてあった、黒くろ光びかりする高こう級きゅう外がい車しゃに、いきなり乗のせられたんだよね。

　理り央お先せん輩ぱいの家いえの車くるまなんだって！

　しかも、高こう級きゅう外がい車しゃの中なかは、ぴかぴかの本ほん革がわ張ばりシートで、４人にんで後うしろに、向むかいあうようにすわっても、広ひろ々びろとしてる。

　それに！

　車くるまの中なかなのに、紅こう茶ちゃも、出でてきちゃったんだよね。

　こぼしそうで、わたしはぜんぜん、飲のめなくって。

　理り央お先せん輩ぱいはもちろん、大だい貴き先せん輩ぱいも健けん人と先せん輩ぱいも、平へい気きそうに飲のんでたけど。

　車くるまが止とまって、５秒びょうもしないうちに──

　ガ───

　低ひくい機き械かい音おんがして、門もん扉ぴが自じ動どう的てきに開ひらいていく。

　す、すごっ！

　驚おどろいてる間まもなく、車くるまが門もん扉ぴの向むこう側がわに走はしり出だす。

　敷しき地ちのなかは、庭てい園えんみたいに、青あお々あおとした手て入いれされた木きや、色いろあざやかな草くさ花ばなが咲さきほこってる。

　それから、門もん扉ぴで見みえなかった建たて物ものが、だんだんと見みえてきた。

「な、なにこれ……」

　わたしは、建たて物ものを見み上あげて、目めを丸まるくする。

　赤あかレンガ風ふうの３階かい建だての家いえなんだけど、外そとから見みただけでも、広ひろさがふつうじゃない。

　５軒けんの家いえがくっついてるぐらいの、広ひろさがあるように、見みえるんだけど……。

　こ、これが、理り央お先せん輩ぱいの家いえ!?

　車くるまが建たて物ものの少すこし手て前まえで止とまった。

「お嬢じょう様さま。おかえりなさいませ」

　燕えん尾び服ふくに身みをつつんだ、白しら髪が混まじりの上じょう品ひんな男おとこの人ひとが、ドアを開あけてくれる。

「じい、今日きょうは友ゆう人じんたちを、連つれてきたんだ。応おう接せつ間まに通とおしておいて。着き替がえてくるから」

「かしこまりました」

　燕えん尾び服ふくの男おとこの人ひとが、うやうやしく頭あたまを下さげる。

　じ、じい!?

　ってことは、もしかして……。

　この男おとこの人ひとって執しつ事じさん!?

　はじめて、本ほん物ものを見みた！

「それじゃあ、先さきに行いってるから。あとで会あおう」

　理り央お先せん輩ぱいが、ひかえていたメイドさんに、バッグを渡わたして、先さきに建たて物ものに入はいっていく。

　え～と……。

　あまりのことに、わたしはうまく状じょう況きょうが飲のみこめない。

「大だい丈じょう夫ぶか、アスカ。口くちが半はん開びらきだぞ」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、くっくっくっと、笑わらいをこらえながら言いう。
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　もう！

　大だい貴き先せん輩ぱいも健けん人と先せん輩ぱいも、なれてるのか、ぜんぜんおどろいてる様よう子すがない。

　中ちゅう学がく時じ代だいから友とも達だちなんだし、当とう然ぜん知しってたんだよね。

　わたしに、教おしえてくれたっていいのに……。

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいがお嬢じょう様さまっていうのも、今朝けさ、知しったばっかりなんだから。

　むぅ……。

　わたしが、２人ふたりをうらめしい目めで見みていると、執しつ事じさんが言いった。

「理り央お様さまのご友ゆう人じんの方かた々がた、ご案あん内ないいたします。こちらにどうぞ」

　執しつ事じさんが、建たて物ものに向むかって歩あるき出だす。

　建たて物もののすごさに、すぐについていけずにいると、

「ほら、いくぞ」

「理り央おが待まってる」

　数すう歩ほ前まえで立たち止どまった、大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいが、ふりかえって声こえをかけてくる。

　わ、わかってるって！

　小こ走ばしりに、あとを追おいかける。

　執しつ事じさんは、玄げん関かんまでくると、大おおきな観かん音のん開びらきのドアを開あけた。

「どうぞ、中なかへ」

　執しつ事じさんは、スマートなしぐさで、わたしたちを先さきに、中なかへ入いれてくれる。

「うわぁ……」

　家いえの中なかに入はいって、思おもわずため息いきがもれた。

　天てん井じょうが高たかくて、半はん円えんにデザインされた、オシャレな照しょう明めいがついている。

　床ゆかは大だい理り石せきで、４、５メートル先さきには、日ひ差ざしに輝かがやいて見みえる、大だい理り石せきの柱はしらが天てん井じょうまで、のびていた。

　まるで、高こう級きゅうホテルのエントランスみたいっ！

「いつきても、個こ人じんの家いえには見みえないな」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、そう言いって苦にが笑わらいしてる。

　た、たしかに……。

　この玄げん関かんまわりのスペースだけで、わたしの家いえとか、完かん全ぜんにおさまっちゃうね。うん。

「それでは応おう接せつ間まに、ご案あん内ないいたします」

　ドアを閉しめて、わたしたちの横よこをするりと抜ぬけた、執しつ事じさんが言いった。

　その言こと葉ばに、わたしはみとれていた、室しつ内ないの様よう子すから、執しつ事じさんに視し線せんをもどす。

　そうそう。

　今日きょうは、理り央お先せん輩ぱいに話はなしを聞きくんだった。

　あんまりすごい家いえだから、つい目もく的てきを忘わすれそうになってたよ。

　でも、くつをはいたまま、家いえの中なかに入はいるのって、なんだか変へんな感かんじ。

　執しつ事じさんは、赤あかいカーペットのしかれたろう下かを、歩あるいていく。

　それにしても、また、このろう下かが長ながい！

　つき当あたりは、なんとか見みえるけど、30～40メートルはありそう。

「こちらでございます」

　執しつ事じさんが、ろう下かの真まん中なかあたりで、部へ屋やのドアを開あけた。

　どうやら、ここが応おう接せつ間まらしい。

　中なかに入はいると、大おおきなソファとテーブルがならんだ、広ひろい部へ屋やに、窓まどから日ひが差さしこんでいた。

　壁かべには風ふう景けい画ががかかっていて、壁かべ際ぎわには、ラベンダーがいけられた花か瓶びんがかざってあった。

「ふぅ……」

　執しつ事じさんが出でていくと、わたしは息いきをついた。

　なれないところにいるせいか、すっごく緊きん張ちょうする。

「これは、今日きょうの新しん聞ぶんか」

　健けん人と先せん輩ぱいが、テーブルの上うえにある新しん聞ぶんを手てに取とる。

　わたしが、今朝けさみたのと同おなじ新しん聞ぶんだ。

「アスカも、これを見みたんだろう？」

　大だい貴き先せん輩ぱいがきいてくる。

「はい。理り央お先せん輩ぱいが、こんなお嬢じょう様さまだなんて、知しらなかったから、びっくりしました」




　コンコン




　ドアがノックされてから、開ひらく。

　入はいってきたのは、理り央お先せん輩ぱい。

「待またせたね」

　さっきまでの制せい服ふく姿すがたから、ジーンズのズボンに、オレンジに赤あかのチェックのシャツに着き替がえてる。

　理り央お先せん輩ぱいの私し服ふく姿すがたって、初はじめてみたけど、ラフな服ふく装そうがすごく似に合あってる。

　お嬢じょう様さまっていうから、高たかそうな服ふくをきてるのかと思おもったけど、そんな感かんじはしない。

「さっそくだけど、本ほん題だいだ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、後うしろにひかえていた、執しつ事じさんを見みた。

「じい、用よう意いはできてるね？」

　執しつ事じさんは、白しろと茶ちゃ色いろでデザインされた、小ちいさな箱はこを持もってくる。

「これを見みてほしいんだ」

　執しつ事じさんが、うやうやしい仕し草ぐさで、箱はこを開ひらく。

　箱はこの中なかにあったのは、真まっ赤かにきらめく大おお粒つぶの宝ほう石せき。

　もしかして、これって……。

「灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンだよ」

　えええええええっ!!
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　いや、挑ちょう戦せん状じょうを出だしたんだから、持もっていて当とう然ぜんなんだけど、もっと厳げん重じゅうに保ほ管かんとかしておくものなんじゃ……。

「大だい丈じょう夫ぶ。外そとにもこの屋や敷しきの中なかにも、警けい備び員いんは増ふやして配はい置ちしてあるからね」

　ちらりと窓まどの外そとに目めを向むけると、体たい格かくのいい黒くろ服ふくを着きた男おとこの人ひとたちが、いるのが見みえた。

　なるほど。

　ちゃんと、考かんがえてはあるんだ。

　なら安あん心しんかな。

「ちょっと、持もってみるかい？」

　いいんですか!?

「いいよ。手て袋ぶくろはつけてもらうけれど」

　わたしは、執しつ事じさんから手て袋ぶくろを受うけ取とって、手てにつける。

「はい。どうぞ」

　両りょう手てを受うけ皿ざらのようにしたわたしの手てのひらに、理り央お先せん輩ぱいが灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンをのせる。

　すごく深ふかくて、でもすいこまれそうな不ふ思し議ぎな赤あか色いろをしている。

　光ひかりに当あたると、ルビーの中なかから発はっ光こうしているみたいに、キラキラとかがやいている。

　本ほん当とうに、キレイ!!

　それに、思おもっていたより、ずっしりと重おもい。

　宝ほう石せきでこの重おもさって、すごい！

　今いままで、レッドの仕し事ごとで、宝ほう石せきは色いろ々いろ見みてきたけど、こんなふうに、じっくり見みるのは初はじめてかも。

「ありがとうございました！」

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいに灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを返かえすと、お礼れいを言いった。

「いやいいよ。それより、新しん聞ぶんは見みたね？」

「はい、びっくりしました。挑ちょう戦せん状じょうって、いったい……」

「文も字じ通どおり挑ちょう戦せん状じょうだよ。この宝ほう石せきを奪うばいにきた怪かい盗とうレッドを、ぼくの手てでつかまえてやるんだ！」

　で、でも……。

　この宝ほう石せきを本ほん当とうにレッドが盗ぬすみにくるかなんて、わからないんじゃ……？

「いや、来くるよ。じつは作さく戦せんはとっくに練ねってあったんだけど、昨さく夜や、レッドが青色ブルーの星スターを盗ぬすんだという知しらせを聞きいて、次つぎは『灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウン』がターゲットだと確かく信しんした。だから、大おお急いそぎで手てを打うったんだ」

　……えっ？　ど、どういうこと!?

　きのう、青色ブルーの星スターが盗ぬすまれてから、新しん聞ぶんに挑ちょう戦せん状じょうをのせたってこと？

　どうやって新しん聞ぶんにまにあわせたの!?

「朝ちょう刊かんに挑ちょう戦せん状じょうをのせるには、ギリギリのしめきりが、夜よ中なかの１時じなんだ。レッドが青色ブルーの星スターを盗ぬすみだしたとわかったのは、前ぜん日じつの夜よるの10時じだったから、３時じ間かんで動うごいた」

　健けん人と先せん輩ぱいが、説せつ明めいしてくれる。

「そういうことだよ。灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンは運うん良よく、うちの美び術じゅつ館かんが所しょ有ゆうしていたからね。すぐに、お父とう様さまにたのんで、展てん示じを決けっ定ていしてもらったんだ」

　なるほど……と言いいたいところなんだけど、どうして青色ブルーの星スターが関かん係けいあるの？

　まるで、青色ブルーの星スターが盗ぬすまれたから、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンにした、みたいな感かんじだけど。

「その通とおり。じつは、つい最さい近きんわかったことなんだけどね、青色ブルーの星スターと灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンは、とても結むすびつきの強つよい宝ほう石せきなんだ」

　へ？　結むすびつき？

「今いままで、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンも青色ブルーの星スターも、ただの大おお粒つぶのルビーとサファイアだと思おもわれていた。それは貴き重ちょうではあるけれど、ダイヤやほかにも、貴き重ちょうな宝ほう石せきはあるからね。でも最さい近きんになって、１つの古こ文もん書じょが発はっ見けんされた」

　古こ文もん書じょって、むか～しに書かかれた文ぶん章しょうとかが、元もとのまま残のこってるやつだよね。

　前まえに博はく物ぶつ館かんに行いったときに、ケイに長なが々ながと説せつ明めいされたから、なんとなく覚おぼえてる。

「その古こ文もん書じょとは、大おお昔むかしに書かかれた手て紙がみだったんだ。ある砂さ漠ばくの国くにの王おう子じと、海うみ辺べの国くにの王おう女じょの」

　王おう子じ様さまと王おう女じょ様さま？

「隣となり同どう士しだった２つの国くには、仲なかが良いいときもあったけれど、王おう子じと王おう女じょの時じ代だいは、とても仲なかが悪わるかった。いつ争あらそいになっても、おかしくないような状じょう態たいだったと言いわれている。しかし、そんな中なか、砂さ漠ばくの国くにの王おう子じと、海うみ辺べの国くにの王おう女じょは出で会あって、恋こいに落おちた」

　恋こいに落おちたって？

　争あらそってる国くに同どう士しなのに？

「好すきになるのに、恋こいに落おちるのに、国くになんて関かん係けいないよ。出で会あってしまえば、あっという間まだ。だけど、もちろん王おう子じと王おう女じょが会あうことは、なかなかかなわない。おたがいの側そっ近きんが手てはずをして、国こっ境きょうで何なん度どか会あってはいたようだけれどね」

　理り央お先せん輩ぱいが、遠とおくを見みるように、窓まどの外そとに目めを向むける。

「やがて、おたがいの国くに同どう士しで、いよいよ対たい立りつが深ふかまって、こっそり会あいに行いくことも、できなくなった。王おう子じと王おう女じょは、自じ分ぶんの代かわりにと、王おう子じは真まっ赤かな大おお粒つぶのルビーを、王おう女じょは真まっ青さおな大おお粒つぶのサファイアを、手て紙がみにそえて、贈おくりあったんだ」

　もしかして、その宝ほう石せきというのが……。

「灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと青色ブルーの星スターだよ。王おう子じと王おう女じょの書かいた手て紙がみが発はっ見けんされ、１カ月げつ前まえに、やっと灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと青色ブルーの星スターが、特とく定ていされたんだ。ところが、青色ブルーの星スターは２週しゅう間かん前まえに、何なに者ものかに盗ぬすまれてしまった。さらにそれを、レッドが盗ぬすんだ。となると、次つぎは絶ぜっ対たい、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを盗ぬすみにくるはずだ！」

　そ、そんな……。

　ケイが青色ブルーの星スターを狙ねらったのは、あれが盗とう品ひんだったからでしかないのに……。

「で、でも、レッドが灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを盗ぬすみにくるかなんてわからないじゃないですか。清きよ瀬せ家けは『灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウン』の正せい当とうな持もち主ぬしなんだから、レッドが盗ぬすむ必ひつ要ようはないはずです！」

　そんなことしたら、本ほん当とうの泥どろ棒ぼうになっちゃうじゃん！

　わたしたちは、絶ぜっ対たいやらないからね！

「……レッドが、本ほん当とうに以い前ぜんのレッドなら……ね」

「えっ？」

「青色ブルーの星スターが返へん還かんされてないってことを聞きいて、ますます確かく信しんしたよ。……レッドは変かわってしまったんだ。ぼくを……これまでレッドを信しんじ、憧あこがれてきた者ものすべての期き待たいを裏うら切ぎったんだ、ってね！　そんなレッドなら、青色ブルーの星スターに続つづいて灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを奪うばいにこないわけがない。この２つがそろうと、とんでもない価か値ちになることは、まちがいないからね。金かねもうけのために働はたらく今いまのレッドなら、みのがすはずはない。だから、ぼくはこの手てで、レッドを断だん罪ざいしてやることに決きめたんだ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしたちを見みまわす。

「あの怪かい盗とうレッドを相あい手てに勝しょう負ぶするなんて、おもしろそうじゃないか」

「どうせ理り央おは、止とめてもきかないからな。協きょう力りょくするさ」

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいも、決けつ意いのこもった目めをしている。

「それでアスカ」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしを見みる。

「キミも、美び術じゅつ館かんに泊とまりこむことになってるから、準じゅん備びをしておいてくれ」

　えっ、わたしも？

　っていうか、いつの間まにか理り央お先せん輩ぱいと、勝しょう負ぶすることになってるし……。

　ど、どうしよう……。







　　　　８　作さく戦せんスタート！




　金きん曜よう日びの夕ゆう方がた。

　明日あしたから、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンの展てん示じが始はじまる美び術じゅつ館かんの前まえに、わたしはいた。

　結けっ局きょく、わたしも美び術じゅつ館かんに泊とまりこむことに、なっちゃったんだよね。

　ケイにもきいてみたんだけど、ダメっていうかと思おもったら、

「かまわない。その方ほうが都つ合ごうがいい」

　って言いうし。

　ま、ケイが考かんがえることだから、信しん用ようするしかない。

　それで、わたしは理り央お先せん輩ぱいたちと、泊とまりこむことにしたってわけ。

　その理り央お先せん輩ぱいは、少すこしはなれたところで、携けい帯たい電でん話わで電でん話わをしてる。

「……ああ、わかった。時じ間かん通どおりだね」

　理り央お先せん輩ぱいは電でん話わを切きると、わたしたちをふり返かえった。

「これから、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンがくる」

　あれ？

　まだ、美び術じゅつ館かんに展てん示じしてなかったんですか？

「美び術じゅつ館かんの警けい備び態たい勢せいが整ととのうまで、こちらには持もってこさせないように、してあったんだ。それに、レッドが美び術じゅつ館かんに運はこばれてくるところを、狙ねらう可か能のう性せいもある。ただ急きゅう遽きょ、警けい察さつと協きょう力りょく体たい制せいをとることになってね。警けい備び態たい勢せいを整ととのえるのが、ギリギリになったんだ」

「それで、あとどれぐらいでくるんだ？」

　大だい貴き先せん輩ぱいがきく。

「そうだな……あと３分ぷんといったところか」

　理り央お先せん輩ぱいが腕うで時ど計けいを見みて、言いった。

「もうすぐか」

　健けん人と先せん輩ぱいが、少すこし緊きん張ちょうしたような声こえで言いった。

　わたしも、落おちつかなくて、まわりを見みまわしてみる。

　美び術じゅつ館かんの敷しき地ちは広ひろくて、ちょっとした公こう園えんぐらいの広ひろさがある。

　しかも、敷しき地ちの境さかいは３メートル近ちかい壁かべになっているから、簡かん単たんには越こえられなさそう。

　でも、あの偽にせレッドの身み軽がるさなら、あれぐらいの壁かべ、越こえられるかも。

　そんなことを考かんがえていると、理り央お先せん輩ぱいの言いうとおりに、乗じょう用よう車しゃが４台だい、つぎつぎと、美び術じゅつ館かんの敷しき地ちに入はいってくる。

　車くるまが止とまると、３台だいの車くるまから、スーツ姿すがたの、体たい格かくのいい男おとこたちが降おりてきて、まわりをするどい目め線せんで見みまわしてる。

　あれが、警けい察さつかも。

　最さい後ごに、残のこった１台だいからも、男おとこが降おりてくる。

　その中なかの１人ひとりの手てには、アタッシュケースがあった。

「時じ間かん通どおりだ。ご苦く労ろうさま」

　アタッシュケースを持もった男おとこに、理り央お先せん輩ぱいが近ちかづく。

　後うしろには、10人にんぐらいの体たい格かくのいい警けい備び員いんが、ひかえている。

　も、ものすごい警けい備び態たい勢せい……。

　美び術じゅつ館かんの中なかに入はいっていく、理り央お先せん輩ぱいと警けい備び員いんたちのあとを、わたしたちもついていく。

　美び術じゅつ館かんは、茶ちゃ色いろのレンガ風ふうの壁かべでつくられた、３階かい建だて。

　入いり口ぐちは、分ぶ厚あつい木きでできた、ドア。

　警けい備び員いんが２人ふたり立たっていて、ドアを開あけてくれている。

　そこをわたしたちが通とおり抜ぬけると、警けい備び員いんが、入いり口ぐちのシャッターを下おろした。

　わたしは、美び術じゅつ館かんの中なかに目めを向むける。

　じつは、学がっ校こうが終おわってから、荷に物もつだけ家いえにとりに帰かえって、すぐにここにきたから、美び術じゅつ館かんの中なかはまだ見みてないんだよね。

　あたたかな色いろの照しょう明めいに、床ゆかはふかふかのワインレッドのカーペット。

　壁かべは、落おちついたベージュ色いろだった。

　受うけ付つけを通とおりすぎると、順じゅん路ろと書かかれた、プレートが壁かべにかかっている。

　本ほん当とうは、このプレートにしたがって進すすむんだろうけど、先さきに行いった理り央お先せん輩ぱいたちは、順じゅん路ろとは逆ぎゃく方ほう向こうに歩あるいていく。

　２つほど部へ屋やを抜ぬけると、なにも展てん示じ物ぶつのない部へ屋やに出でた。

　広ひろくもないけど、せますぎるということもない部へ屋やだ。

　窓まどもない。

　部へ屋やの中ちゅう央おうに、ガラスケースが置おいてあり、まわりに立たち入いれないように、ロープで区く切ぎられていた。

「セキュリティは、切きってあるね？」

　理り央お先せん輩ぱいが、ガラスケースの前まえで確かく認にんする。

「はい。切きってあります」

　警けい備び員いんの１人ひとりが答こたえる。

　その言こと葉ばに、理り央お先せん輩ぱいはうなずいて、あたりを見みまわす。

「開あけます」

　理り央お先せん輩ぱいが言いって、アタッシュケースを開あける。
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　そこには、前まえに見みせてもらった、大おお粒つぶのルビー、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンがおさまっている。

　手て袋ぶくろをした理り央お先せん輩ぱいが、それを取とり出だし、ガラスケースの中なかにおさめる。

　ガラスケースを元もとにもどして、その場ばから下さがる。

「セキュリティを入いれてください」

　理り央お先せん輩ぱいの指し示じで、警けい備び員いんの１人ひとりが、無む線せんで連れん絡らくをしてる。

　どうやら、セキュリティは、べつの場ば所しょで管かん理りしてるみたい。

　無ぶ事じにセキュリティが入はいったことが、報ほう告こくされると、理り央お先せん輩ぱいは小ちいさく息いきをついた。

　警けい備び員いんや警けい察さつらしき人ひとたちのうち、何なん人にんかが、部へ屋やを出でていく。

　持もち場ばに移い動どうしたのかも。

　これだけ広ひろい美び術じゅつ館かんだし、ここだけ警けい備びしてても、しょうがないもんね。

　それでも、警けい備び員いん、警けい察さつをふくめて、部へ屋やに15人にんは残のこってる。

　理り央お先せん輩ぱいが、こちらにやってくる。

「これからあさってまでが勝しょう負ぶだ。気きが抜ぬける瞬しゅん間かんはないからな」

「わかってるって」

「作さく戦せん通どおりにな」

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいが、自じ信しんありげに笑えみをうかべてる。

　作さく戦せん通どおり？

　わたし、なにもきいてないけど……？

「清きよ瀬せさん。明日あしたの警けい備びについて、最さい終しゅう確かく認にんをしておきたいんですが」

　中ちゅう年ねんのスーツ姿すがたの男おとこが、声こえをかけてくる。

　この男おとこの人ひと、さっき車くるまから降おりてきて、ひときわ鋭するどく目めを光ひからせてた人ひとだ。

　たぶん、刑けい事じ。

　警けい察さつと協きょう力りょく体たい制せいって、理り央お先せん輩ぱいは言いってたけど、この様よう子すだと、理り央お先せん輩ぱいがここの警けい備びは仕し切きってるみたい。

　わたしは、手て持もちぶさたで、部へ屋やを見みまわしてみる。

　出で入いり口ぐちには、警けい備び員いんか刑けい事じが立たってる。

　たとえ、わたしたち──本ほん物ものの怪かい盗とうレッドだとしても、ここに入はいりこむのは苦く労ろうしそう。

「理り央おの話はなしは長なが引びきそうだし、１回かい、部へ屋やにもどっておくか」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、理り央お先せん輩ぱいの様よう子すを見みて言いった。

　たしかに、かなり話はなしこんでて、しばらく終おわらなそう。

　大だい貴き先せん輩ぱいが理り央お先せん輩ぱいにことわって、わたしたちは、荷に物もつを置おいた部へ屋やに行いくことにした。

　この美び術じゅつ館かんのとなりは、宿しゅく泊はく施し設せつになってる。

　そこに、着き替がえとかの荷に物もつは、置おかせてもらってる。

　美び術じゅつ館かんと宿しゅく泊はく施し設せつは、１階かいのろう下かでつながってるんだけど、もちろんここのセキュリティもきびしい。

　ドアが指し紋もん認にん証しょうでしか、開ひらかないようになってる。

　指し紋もん認にん証しょうっていうのは、あらかじめ、登とう録ろくされた指し紋もんが鍵かぎになっているシステム。

　つまり、指し紋もん登とう録ろくされていない人ひとには、ドアが開あけられないってこと。

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいは、前まえもって、指し紋もん登とう録ろくしておいたから、鍵かぎをあけられる。

　わたしは登とう録ろくしてないから、部へ屋やに行いこうと思おもったら、先せん輩ぱいの誰だれかと一いっ緒しょでないといけない。

　ちょっと不ふ便べんだけど、セキュリティのためだから、しかたがない。

　宿しゅく泊はく施し設せつは、ちょっとしたホテル並なみの豪ごう華かさで、タダで泊とめてもらうのが、もうしわけない気き分ぶんになるくらい。

　必ひつ要ようなものだけ持もって、また美び術じゅつ館かんにもどる。

　ろう下かには、大おおきな体からだの警けい備び員いんが、あちこちに立たっている。

　いったい、警けい備び員いんは何なん人にんいるんだろう。

　見みかけただけでも、50人にんはいそうなんだけど。

「もどってきたね、みんな」

　灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンが、展てん示じされた部へ屋やにもどると、理り央お先せん輩ぱいが待まちかねたように、立たっていた。

　手てに、太ふとい筒つつ状じょうの袋ふくろを持もっている。

　あれって、もしかして……。

「さあ！　今日きょうはここで番ばんをするからね。そのために、コレも用よう意いしてきた」

　や、やっぱり……。

　あの袋ふくろって、寝ね袋ぶくろだよね。

　すっごい、見み覚おぼえがあるもん。

　理り央お先せん輩ぱいは、拳こぶしをふりあげて言いった。

「どこからでも来こい、怪かい盗とうレッド！」

　……ははは。

　もう来きてたりして。







　　　　９　告こく白はくと決けつ意い




　夜よるの11時じ。

　美び術じゅつ館かんのレストランで、遅おそめの夕ゆう食しょくを食たべて、展てん示じ室しつにもどると、わたしたちは、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンのまわりで、寝ね袋ぶくろに入はいった。

　しばらくすると、大だい貴き先せん輩ぱいの豪ごう快かいな寝ね息いきが、聞きこえてきた。

　健けん人と先せん輩ぱいも、眠ねむったみたい。

　わたしは、なんだかすぐに眠ねむれなかった。

　だけど、ぼんやりとしながら、展てん示じ室しつの天てん井じょうを眺ながめてたら、うとうとして、いつの間まにか眠ねむってたみたい。

　気きがつくと、まわりがしんっとして、静しずか。

　腕うで時ど計けいを見みると、まだ夜よ中なかの２時じ。

　警けい備び員いんの人ひと達たちも、気きを抜ぬいた様よう子すもなく、まわりに目めをくばってる。

　あれ？

　となりの寝ね袋ぶくろが、空あいてる。

　ここには、理り央お先せん輩ぱいがいたはずなんだけど。

　トイレかな？

　ちょっと気きになって、わたしもそろそろと、寝ね袋ぶくろを抜ぬけ出だす。

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいは、ぐっすり眠ねむっているのか、まったく動うごかない。

　これじゃあ、なにかあっても、気きがつかないんじゃ……って心しん配ぱいになるぐらい。

　わたしは、部へ屋やの出で入いり口ぐちに立たっている、警けい備び員いんの人ひとに会え釈しゃくだけして、ろう下かに出でる。

　ろう下かにも警けい備び員いんが、立たっている。

　あちこちに目めを配くばって、無む線せんで定てい期き的てきに連れん絡らくをとりあってる。

　あれなら、反はん応のうがないところに、なにかあったって、すぐわかるもんね。

　理り央お先せん輩ぱいが、優ゆう秀しゅうな警けい備び員いんを集あつめたって言いってたけど、そのとおりみたい。

　正しょう面めん玄げん関かんはシャッターが下おりてたから、今いま、建たて物ものの外そとへ出でられるのは、関かん係けい者しゃ用ようの出で入いり口ぐちだけ。

　そこも、美び術じゅつ館かんと宿しゅく泊はく施し設せつをつなぐドアと同おなじで指し紋もん認にん証しょうでしか開ひらかない。

　もう完かん璧ぺきな、セキュリティなんじゃないかなぁ。

　たとえケイだって、ここに忍しのびこむ方ほう法ほうを考かんがえるのは、苦く労ろうすると思おもう。

　……問もん題だいは、あの偽にせレッドが、どうするかってことだけど。

　青色ブルーの星スターをまんまと盗ぬすみだしたヤツらだから、油ゆ断だんはできない。

　それにしても、これだけの警けい備びだと、わたしもケイに、簡かん単たんに連れん絡らくとれないんだよね。

　さっき、トイレにいくふりをして、ちょっとだけ連れん絡らくをとったけど、とりあえず、今いまは様よう子す見みでいいみたい。

　ケイには、なにか考かんがえがあるみたいだったけどね。

　……あれ？

　ろう下かにある、休きゅう憩けい用ようのソファに、理り央お先せん輩ぱいの姿すがたがある。

　１人ひとりで、窓まどの外そとをながめてる。

　なんだか、いつもの理り央お先せん輩ぱいの雰ふん囲い気きと違ちがう感かんじ。何なにかをじっと考かんがえているみたい。

　声こえをかけそびれていると、理り央お先せん輩ぱいが、わたしに気きづいた。

「アスカ。どうした？」

　理り央お先せん輩ぱいが、声こえをかけてくる。

「いえ、ちょっと眠ねむれなくて……。理り央お先せん輩ぱいは？」

「興こう奮ふんして、寝ねつけなかった」

　言こと葉ばは静しずかだったけど、理り央お先せん輩ぱいの顔かおに、いつもとちがう、するどさを感かんじた。

「ちょっと、あっちで話はなしをしないか？」

　理り央お先せん輩ぱいが、窓まどの外そとを、指ゆびさす。

　窓まどの外そとってたしか、中なか庭にわになってるんだっけ。

「いいですよ。まだ、眠ねむれそうもないですし」

　わたしと理り央お先せん輩ぱいは、一いっ緒しょにろう下かを歩あるいて、中なか庭にわに向むかう。

　中なか庭にわには、レストランの近ちかくから、出でられるようになっていた。

　もちろん、指し紋もん認にん証しょうでね。

「うわぁ……きれい」

　中なか庭にわは、青あお、赤あか、白しろなどいろんな色いろの明あかりで、ライトアップされてる。

　手て入いれされた、木きが植うわっていたり、石いし畳だたみになっていたりして、庭てい園えんみたいな雰ふん囲い気き。

　思おもわず、近ちかよろうとしたら、

「アスカ、ストップ」

　え、なに!?

　中なか庭にわを歩あるこうとしたわたしの肩かたを、理り央お先せん輩ぱいが後うしろからつかむ。

「気きをつけろよ。そこから先さきは、赤せき外がい線せんセンサー式しきの警けい報ほう機きと監かん視しカメラが、はりめぐらしてある」

　う、うそ……。

　ひっかかったら、大たい変へんなことになっちゃうよ。

　あぶない、あぶない。

　わたしは、そーっと足あしを後うしろにもどした。

「こっちなら、大だい丈じょう夫ぶだ」

　理り央お先せん輩ぱいは、手て前まえにあるベンチにすわる。

　わたしも、その隣となりにすわった。

「だいたい、レッドもどうして、心こころ変がわりなんてしたんだ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、ためていたものを、はきだすように言いった。

「正せい義ぎの怪かい盗とうだって、信しんじてた人ひとを裏うら切ぎるようなこと、平へい気きでできるやつだったんだ！」

　理り央お先せん輩ぱいは、にぎった拳こぶしで、自じ分ぶんのひざをたたく。

　いや、そうじゃないんです。

　あれは、レッドじゃありません！

　偽にせレッドなんですっ！

　……って言いえないよね。

「自じ分ぶんの欲よくのために盗ぬすむなんて、そのへんのこそ泥どろと変かわらないじゃないか！」
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　わたしは、ギュッとくちびるをかみしめる。

　我が慢まんしなくちゃ！

「がっかりだ！」

　我が慢まん、我が慢まん……。

「レッドは、最さい低ていだ！」

　……。

　ダメ！

　もう、これ以上は、ムリ!!

　わたしは、思おもわずベンチから立たち上あがった。

「レッドはあんなことしません！」

「えっ……」

　理り央お先せん輩ぱいが目めを見み開ひらく。

「レッドはあんなこと、絶ぜっ対たいしません！　あれは、偽にせレッドのしわざですっ！」

　あっ……やばっ。

　とうとう、言いっちゃった……。

　なんで、そんなこと知しってるのかってきかれたら、どうしよう。

　なんて答こたえよう？

　わたしがレッドだって、告こく白はくしないといけないかな？

　いや、でも、理り央お先せん輩ぱいにも、それだけは言いえない……。

　わたしは、ギュッと目めをつぶる。

「…………なんだ。アスカも気きづいてたんだ」

「えっ？」

　わたしは、目めを開あける。

　理り央お先せん輩ぱいが、うれしそうに笑わらってる。

「アスカの、レッドへの愛あいは本ほん物ものだな」

　……へ？

　ど、どういうこと!?

「ぼくもアスカと同おなじ意い見けんだ。レッドはあんなことはしない。ここいくつかの、レッドらしくない盗ぬすみは、偽にせ者ものの仕し業わざだと、ぼくは思おもってる」

　えええ──!?

　だ、だって！

　さっき、偽にせレッドじゃないって言いったのは、理り央お先せん輩ぱい自じ身しんじゃないですか！

「その理り由ゆうになったのは、カードだ。でもカードなら、警けい察さつ署しょに忍しのびこめば、手てに入いれるのも不ふ可か能のうじゃない。警けい察さつはそうは思おもいたくないから、あれがレッド本ほん人にんだと、決きめつけているが、ぼくは絶ぜっ対たいにそう思おもわない！　たったそれだけのことで、レッドを信しん用ようしないなんて、ぼくからしたら、バカげた考かんがえだ！」

　でも、さっき、あんなにレッドを悪わるく言いってたのは……？

「キミもぼくと本ほん当とうに同おなじ気き持もちかどうか、知しりたかったんだ。試ためすようなことをして、悪わるかったよ」

　じゃあ、最さい初しょから理り央お先せん輩ぱいは、レッドのことを信しんじてくれてたんだ……。

　あー、なんかホッとしたよ。

　でも、１つ不ふ思し議ぎなことがある。

「……どうして理り央お先せん輩ぱいは、怪かい盗とうレッドを、そこまで信しんじていられるんですか？」

　理り央お先せん輩ぱいの行こう動どうを見みてると、ただ好すきとか、ファンっていうのを、ちょっと超こえてる感かんじがする。

「それを話はなすと、長ながくなる。かまわないか？」

　理り央お先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしはうなずく。

　空そらを見み上あげると、理り央お先せん輩ぱいが、ゆっくりと話はなし始はじめた。







「２年ねん半はん前まえ。ぼくが、まだ中ちゅう学がく２年ねん生せいで、生せい徒と会かい長ちょうとして、学がっ校こうといろいろ対たい決けつしてたころだ。ある日ひ、大だい事じにしていた、お父とう様さまさまからもらった万まん年ねん筆ひつを、なにものかに、盗ぬすまれてしまったんだ」

　えっ！

　だれがそんなこと！

「わからない。夏なつに別べっ荘そうで過すごしていたときに、泥どろ棒ぼうに入はいられたんだ。最さい初しょは、盗ぬすんだ犯はん人にんはすぐつかまる、とまわりからは言いわれていた。警けい察さつも自じ信しんがありそうにしていたし。ぼくも、もどってくると信しんじていた。だけど、いつまでたっても、捜そう査さは進すすまなかった。１カ月げつ、２カ月げつ、３カ月げつも経たつと、まわりの人ひとの反はん応のうも、だんだん変かわってきた」

　反はん応のうが？

「ああ。盗ぬすまれたものは、あきらめるしかない。もう誰だれかの手てにわたってしまっただろうって言いうような人ひとが、増ふえたんだ」

　ひどいっ！

　理り央お先せん輩ぱいは、なにも悪わるいことしてないのに。

　あきらめる必ひつ要ようなんてない！

「そうだ。ぼくもあきらめきれなかった。大だい事じにしていた万まん年ねん筆ひつだったから。でも、ただの中ちゅう学がく生せいに、なにかできるわけでもない。半はん年とし経たつころには、ぼくも、半はん分ぶんぐらいはあきらめていたんだ」

　そんな……。

「だけど、ある日ひ、警けい察さつから連れん絡らくがあったんだ。万まん年ねん筆ひつがもどってきたって」

　へ？

　なんで、突とつ然ぜん……。

「ぼくも不ふ思し議ぎだった。だから、警けい察さつに理り由ゆうをたずねたんだ。そうしたら、不ふ満まんげに警けい察さつは説せつ明めいしてくれたよ。怪かい盗とうレッドの仕し業わざだって」

　レッド!?

　２年ねん前まえ……？

　それって、お父とうさんたちのころじゃん！

「レッドがある盗とう品ひんをあつかう犯はん罪ざい組そ織しきから、盗ぬすまれたものを、残のこらず盗ぬすみだして、警けい察さつに届とどけたっていう話はなしだった。怪かい盗とうレッドのうわさは聞きいていたけど、まさかぼくの万まん年ねん筆ひつを、取とり返かえしてくれるなんて、そのときまで、思おもってもいなかったんだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしを見みる。

「ぼくにとっては大たい切せつなものだが、他ほかの人ひとにとっては、少すこしだけ高こう価かなだけの、単たんなるペンだ。でも、そんなものであっても、レッドは取とり返かえしてくれた。持もち主ぬしにとっては、大たい切せつなものだと思おもったんだろう。その気き持もちが、うれしかったんだ……」

　うんうん。

　そっかー。そうだったんですね。

「あこがれるな、っていうのが、ムリな話はなしだろう？」

　理り央お先せん輩ぱいが、にっこりと笑わらった。

　お父とうさんたち、やるじゃん！

　ここに、レッドの仕し事ごとで、大たい切せつなものを取とりもどした人ひとがいるって知しったら、お父とうさんたち、喜よろこぶだろうなぁ。

　それに、そのことを、ずっと大たい切せつに思おもってくれてるし。

　わたしたちも、そんな仕し事ごとが、できてるといいんだけど。

「それから、ぼくはずっとレッドを追おいかけ続つづけた。それで知しったんだ。レッドの盗ぬすみには、あたたかな心こころがある。正せい義ぎの魂たましいがあるってね。それはこの２年ねん間かん、一いち度どもぶれたことはない。だから、わかるんだ。今こん回かいの犯はん罪ざいは、レッドがやったことじゃない。レッドの気け配はいを感かんじさせないんだ」

　そうなんです！

　わたしはうれしくて、思おもわず泣なきそうだった。

「だから、ぼくは、なんとしてもこの手てで、偽にせレッドをつかまえる。そして、怪かい盗とうレッドの汚お名めいを返へん上じょうしたいんだ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、決けつ意いのこもった顔かおをしてる。

　よーし！

　わたしも今こん度どは絶ぜっ対たい、偽にせレッドをつかまえるんだから！

「それにしても、ちょっと警けい備びがきびしすぎるんじゃないですか？　偽にせレッドが、あきらめちゃったり……」

「そうならないように考かんがえてある。これは、アスカが、ぼくと同おなじ、レッドを愛あいする者ものだとわかったから、話はなすことだ」

　えっ、なんですか？

「１つワナをしかけた」

　えっ！　ワナ!?

「この中なか庭にわのセキュリティは、一いっ見けんして完かん璧ぺきだ。だけど、よく調しらべれば一カ所しょだけ、抜ぬけられるルートをわざと作つくってあるんだ。たとえ、お客きゃくにまぎれて入はいってきたとしても、出でられなければ、意い味みがない。このルートへ追おいこんで、出でられなくなったところを、つかまえる。これは大だい貴きや健けん人ととも、よく相そう談だんして、決きめたワナだ。ほかの人にん間げんは知しらない」

　そうなの!?

　それが、さっき言いってた作さく戦せんなんだ！

　わたしは、思おもわず中なか庭にわを、キョロキョロと見みまわす。

　赤せき外がい線せんは目めじゃ見みえないし、わかるわけはなかったけど。

「偽にせレッドの盗ぬすみを調しらべた限かぎりでは、セキュリティシステムのハッキング自じ体たいはしていない。あくまで、セキュリティの穴あなをついてきてるんだ。だから、完かん璧ぺきにしすぎて、あきらめられたら作さく戦せんが成なり立たたない。あらわれてつかまってくれないと。このルートに、偽にせレッドが気きづいてくれることを、祈いのるよ」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、肩かたをすくめた。







　　　　10　　海うみの宝ほう石せき、砂さ漠ばくの宝ほう石せき




　日にち曜よう日びの午ご後ご。

　展てん示じ１日にち目めの昨日きのうは、結けっ局きょくなにも起おきなかった。

　そして今日きょう、２日ふつか目めになっても、特とくに変へん化かはない。

　いよいよ、あと４時じ間かんで期き限げんが終おわる。

　だけど、偽にせレッドが、あらわれる様よう子すもないんだよね……。

　やっぱり、警けい備びがきびしすぎたのかなぁ。

　展てん示じ室しつのはしでは、理り央お先せん輩ぱいが、テレビの取しゅ材ざいを受うけてる。

　レッドがあらわれるっていうんで、昨日きのうからテレビ取しゅ材ざいが、たくさんきてるんだよね。

　残のこり時じ間かんも少すくないから、あらためて、話はなしを聞きかれてるみたい。

「レッドがあらわれませんが、これは美び術じゅつ館かん側がわの勝かち、ということになるんでしょうか」

　女じょ性せいのリポーターが、理り央お先せん輩ぱいにマイクを向むける。

「レッドは、絶ぜっ対たいにあらわれます。レッドが先せん日じつ盗ぬすんだ青色ブルーの星スターは、この灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと対ついになる宝ほう石せきであり、２つそろうことで、何なん倍ばいもの価か値ちになります。一いっ般ぱん公こう開かいされているこの機き会かいを、狙ねらわないわけがありません」

　緊きん張ちょうした様よう子すもなく、理り央お先せん輩ぱいはなめらかに答こたえる。

「なるほど。それにしても、今こん回かいは警けい察さつ官かんや警けい備び員いんの方かたの姿すがたが、あまりありませんが、どういった警けい備び態たい勢せいなのでしょうか？」

「コンピュータ制せい御ぎょの、完かん璧ぺきなセキュリティです。警けい察さつや警けい備びの人にん間げんが、あちこちに立たっていたら、お客きゃく様さまも落おちついて、ご覧らんになれないでしょう。せっかくの機き会かいですので、お客きゃく様さまには展てん示じ品ひんを、ゆっくりとご覧らんいただければと思おもっております」

　理り央お先せん輩ぱい、ほんと堂どう々どうとしてる。

　後うしろのほうで、中ちゅう年ねんの刑けい事じさんが、しぶい顔かおしてるけどね。

　本ほん当とうなら、自じ分ぶんがインタビューを受うけるはず、とか思おもってるのかな。

　わたしは、展てん示じ室しつの壁かべによりかかる。

　昨日きのうから、緊きん張ちょうしっぱなしで、さすがに少すこしつかれたかも。

　盗ぬすみに入はいるなら、いつものことだけど、守まもるほうって初はじめてだし。

　それにしても、展てん示じ室しつはすごい人ひと。

　一いち度どに入いれる人にん数ずうに、制せい限げんをかけて、混こん乱らんしないようにはしてるけど、美び術じゅつ館かんの中なかも外そとも、人ひとの行ぎょう列れつだもん。

「灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンをっていうより、怪かい盗とうレッドを見みにきたんだろうな」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、わたしのとなりにきて、言いった。

「この中なかに、レッドがまぎれていたら、わからないな」

　健けん人と先せん輩ぱいが行ぎょう列れつをながめて、ため息いきまじりに言いった。

「ま、そのつもりで、こっちもいるんだ。理り央おとおれたちの作さく戦せんを、信しんじようぜ」

　大だい貴き先せん輩ぱいがそう言いって、するどく目めを光ひからせる。

　わたしも、気き合あいを入いれ直なおして、壁かべからはなれる。

　もう少すこしだから、気きを抜ぬかないで、がんばらなきゃね。

「アスカ！　いたいた！」

　えっ？

　聞きき覚おぼえのある声こえがして、わたしは声こえのしたほうを見みる。

　そこには、実み咲さきと優ゆ月づき、それにケイまでいた。

　な、なんで？

「ちょっと驚おどろかそうかと思おもって。それに、レッドがくるかもしれないわけだしね」

　実み咲さきが、ぺろっと舌したを出だす。

「え～と……」

　わたしは、どう反はん応のうしていいか、ちょっとこまる。

　だって、これから偽にせレッドがくるかもってときなわけだし、遊あそび気き分ぶんでもいられない。

　なにより、理り央お先せん輩ぱいが……。

「いいじゃないか。みんなを案あん内ないしてあげるといいよ」

　あっ、理り央お先せん輩ぱい。

　取しゅ材ざい、終おわったんですね。

「いいんですか？」

「ぼくたちだけで、大だい丈じょう夫ぶだよ。それとも、信しん用ようができないかな」

　理り央お先せん輩ぱいが、いたずらっぽく笑わらう。

　いやいや！

　そんなことないですけど！

「じゃあ、ちょっと、みんなを案あん内ないしてきますね」

　わたしはそう言いって、実み咲さきたちと一いっ緒しょに、展てん示じ室しつを歩あるきだした。







「へえ～、これが灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンかぁ」

　実み咲さきがまじまじと、ガラスケースの中なかにかざられている、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを見みつめている。

「本ほん当とうにきれい……。あっ、説せつ明めい文ぶんが書かいてある。『海うみの国くにの王おう女じょの宝ほう石せき、青色ブルーの星スターと対ついとなる、砂さ漠ばくの国くにの王おう子じの宝ほう石せき、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウン』だって。テレビで見みたよ、このエピソード」

　優ゆ月づきが、目めをキラキラさせて、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンをながめてる。

「王おう子じ様さまと王おう女じょ様さまの話はなしでしょ。わたしも、理り央お先せん輩ぱいから聞きいたよ」

　話はなしながら、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンからはなれる。

　お客きゃくさんがならんでるから、そんなに長ながく見みてられないんだよね。

「そのエピソードには、続つづきがあるんだ」

　ケイが言いった。

　えっ、続つづき？

　そういえば、宝ほう石せきを贈おくりあったあと、王おう子じと王おう女じょがどうなったかは、聞きいてない。

　知しってるの、ケイ？

「王おう女じょの国くには、王おう子じの国くにとはべつの国くにから、攻せめられたんだ」

　ええええっ!?

　それで？

「王おう女じょの国くには、戦たたかいにはあまり向むいていない人ひとたちだったこともあり、苦く戦せんをしいられていた。王おう子じの国くには、敵てき対たいしていたこともあり、援えん軍ぐんなどは一いっ切さい送おくらなかった」

　王おう子じはどうしてたわけ？

「このままでは、王おう女じょの国くには滅ほろぼされてしまう。王おう女じょの身みもどうなるかわからない。悩なやみ抜ぬいた王おう子じは、国こく王おうに援えん軍ぐんを出だしてくれと訴うったえたんだ。長なが年ねんの敵てき対たい関かん係けいを超こえて、自じ分ぶんと王おう女じょが愛あいし合あっていることを告こく白はくして、どうにか助たすけてやりたい、そして、２国こくの間あいだにも和わ平へいを結むすびたいと」

　そ、それでどうなったの!?

「……国こく王おうは信しんじることにした。そして、援えん軍ぐんを送おくったんだ」

　やった！

「王おう女じょの城しろは敵てきにとりかこまれ、いまにも落おちる寸すん前ぜんだった。そこに、駆かけつけた王おう子じの軍ぐんがやってきたんだ。あやういところで王おう女じょや王おうたちは助たすかり、国くには守まもられた。そして、そのあと、王おう女じょと王おう子じは結けっ婚こんし、２つの国くには１つの国くにになった」

　結けっ婚こんしたんだっ！

　よかったぁ……。
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　わたしは、実み咲さきと優ゆ月づきと顔かおを見み合あわせて、ほっと息いきをつく。

「２つの国くにが１つになったきっかけ、と言いわれているからこそ、この灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと、盗ぬすまれた青色ブルーの星スターは歴れき史し的てき価か値ちが高たかいんだ」

　へえ～。

　あいかわらず、ケイってば、よく知しってる。

　さすが人にん間げん百ひゃっ科か事じ典てん！

「アスカ、見みてまわれた？」

　いつのまにか、理り央お先せん輩ぱいが近ちかくにきていた。

「はい。実み咲さきと優ゆ月づき、それにいとこのケイです」

　理り央お先せん輩ぱいに、３人にんを紹しょう介かいする。

　実み咲さきと優ゆ月づきがおじぎをしたけど、ケイはじっと、理り央お先せん輩ぱいを見みてる。

「来らい場じょう者しゃが、巻まきこまれることは、想そう像ぞうしなかったんですか？」

　いきなり、ケイが理り央お先せん輩ぱいに言いった。

　ちょ、ちょっとケイ！

　それは、あまりにも失しつ礼れいだよ！

「今こん回かいの挑ちょう戦せん状じょうのことが、気きに入いらないかい？」

　理り央お先せん輩ぱいは、気きにした様よう子すもなく、答こたえる。

「レッドが変かわった、というのが先せん輩ぱいの考かんがえなんですよね。だとすれば、これまで一いっ般ぱん人じんに、迷めい惑わくをかけるようなことを、一いち度どもしていないレッドが、今こん回かいは、来らい場じょう者しゃを人ひと質じちに取とるようなことがあるとは、考かんがえなかったんですか？」

　ケイは顔かお色いろを変かえず、たんたんと問といかける。

「……………！」

　理り央お先せん輩ぱいが、苦にがい顔かおをする。

「それは考かんがえた。だが、来らい場じょう者しゃの安あん全ぜんについては……」

　理り央お先せん輩ぱいが、ケイに言いいかけたときだ。




　リリリリリリリリリリリン[image: !!!]




　けたたましい、警けい報ほう音おんが美び術じゅつ館かんになり響ひびく。

「なに？　火か事じ？」

「おい、早はやく逃にげたほうがいいんじゃないか」

「非ひ常じょう口ぐちはどこだ？」

　お客きゃくさんのざわめきが、どんどん大おおきくなっていく。

「いや、レッドが来きたんじゃないか！」

「そうだよ、レッドだ！」

「レッドが来たんだ！」

　お客きゃくさんたちがパニックしはじめる。

　逃にげだそうとする人ひとや、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンの前まえに行いこうとする人ひとで、押おし合あいが始はじまった。

　これって、まずい。

　かなり、まずいかも。

　警けい備び員いんも警けい察さつも、とてもじゃないけど、この人にん数ずうをおさえられない。

　お客きゃくさんたちの波なみがおしよせる。

　わたしも、人ひとの間あいだをぬうように、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンに向むかおうとするけど、ぜんぜん前まえへ進すすめない。

　なんとかたどり着つこうと、もがいている時とき、




　パンッ！




　展てん示じ室しつに響ひびく、はじける音おとがして、室しつ内ないに閃せん光こうが走はしる。

「きゃっ！」

「目めがっ！」

　あちこちで、悲ひ鳴めいが上あがる。

　これは！

　偽にせレッド!?




　パリンッ




　ガラスの割われる音おとがする。

　同どう時じに、警けい報ほうが鳴なり響ひびく。

　灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンの近ちかくに、前まえに見みた、あの、おかしな２人ふたり組ぐみの姿すがたがちらりと見みえる。

　あ、あ、あいつらぁ！

　やっぱり、来きたなぁー！

　こんどは、逃にがさないんだから!!

　わたしは、人ひとをかきわけようとするけど、離はなれようとする人ひとにふさがれて、進すすめない。

　偽にせレッドが、またなにかを、床ゆかにたたきつけるのが見みえた。

　そのとたんに、煙けむりがもくもくと、あたりをおおいはじめる。

　煙えん幕まくだっ！

　偽にせレッドのでこぼこの影かげが、飛とび上あがりながら、展てん示じ室しつを出でていくのが見みえる。

　まずいっ、逃にげられるっ！

「ええい、なんて乱らん暴ぼうなやり口くちなんだ！　ぜんぜんエレガントじゃない！　こんなのが怪かい盗とうレッドのわけがあるか！」

　理り央お先せん輩ぱいが怒ど鳴なる。

「理り央お先せん輩ぱい、そんなこと言いってる場ば合あいじゃ……」

　完かん全ぜんに展てん示じ室しつから、偽にせレッドの姿すがたが消きえてしまった。

「ふんっ！　まだだ！」

　理り央お先せん輩ぱいは、逃にげられたっていうのに、なぜか、自じ信しん満まん々まん。

　わたしは、ケイを見みる。

　すぐそばに、ケイは来きてた。

「……いくぞ、アスカ」







　　　　11　　あやしい２人ふたり組ぐみ




　わたしはケイと分わかれて、通つう路ろを走はしる。

　警けい備び員いんは、まだ混こん乱らんするお客きゃくさんの対たい応おうで、こっちに気きを配くばってる余よ裕ゆうはなさそう。

　美び術じゅつ館かんを見みてまわったときに、人ひとがこなさそうな部へ屋やは、見みつけておいたんだよね。

　まわりに人ひとがいないことを確かく認にんして、物もの置おきになっている部へ屋やに入はいる。

　思おもったとおり、人ひとはいない。

　わたしは、すばやくレッドのコスチュームに、着き替がえる。

　通つう信しん機きをつけると、ケイの声こえが聞きこえた。

『準じゅん備びはいいな？』

「うん、大だい丈じょう夫ぶ。実み咲さきたちは？」

『無ぶ事じに避ひ難なんした。心しん配ぱいない』

　そっか。

　それなら、思おもいっきりやれるね。

『偽にせレッドに関かんする分ぶん析せきは、基き本ほん的てきに清きよ瀬せ先せん輩ぱいと同おなじ結けつ論ろんだ。侵しん入にゅうする技ぎ術じゅつは高たかいが、おれたちのようなハッキング能のう力りょくや、飛とび抜ぬけた怪かい盗とう技ぎ術じゅつはない。だとすれば、正せい攻こう法ほうで来くるしかないだろうし、もしかするとそれが通つう用ようしないとなれば、今こん回かいの挑ちょう戦せんは回かい避ひする可か能のう性せいもあると思おもっていた。しかし……』

　どうしたの？

　ケイがこんなときに、言こと葉ばをにごすなんて、めずらしい。

『いや。ちょっと、気きになってることがあるんだ』

　気きになること？

『今いまは気きにしなくていい。それより偽にせレッドだ。前ぜん回かいはこっちのミスで、出だし抜ぬかれた』

　う、うん。ごめん。

『責せめてるわけじゃない。２人ふたりの責せき任にんだ。とにかく、同おなじ失しっ敗ぱいをくり返かえすわけにはいかない』

　わかってるっ！

　わたしは、慎しん重ちょうに物もの置おきから通つう路ろに出でる。

　警けい備び員いんの姿すがたはない。

　だけど、このあたりにも、すぐにやってくるはず。

　なにせ、優ゆう秀しゅうな人ひとばかりが集あつめられてるからね。

『右みぎの通つう路ろから、警けい備び員いんがきている。左ひだりに抜ぬけて、天てん井じょう裏うらにいったん上あがるぞ』

　ケイのナビの通とおり、通つう路ろを左ひだりに向むかうと、天てん井じょう裏うらにあがれる、通つう風ふう口こうがある。

　そのとき、警けい備び員いんの声こえが、聞きこえてきた。

「大だい丈じょう夫ぶだ。ここには、鉄てっ壁ぺきのセキュリティがしかれているんだ。レッドは、この建たて物ものから出でることはできない。落おちついて、追おいこめ！」

　こんなところで見みつかっちゃったら、偽にせレッドじゃなくて、わたしが盗ぬすんだと思おもわれちゃうもんね。

　わたしは、ワイヤーを通つう風ふう口こうに引ひっかけて、天てん井じょう裏うらに上あがる。

　警けい備び員いんをやりすごして、そのままケイのナビで、天てん井じょう裏うらを進すすむ。

　はうように進すすんでいくと、別べつの通つう風ふう口こうにたどり着ついた。

　思おもわず下したをのぞきこむ。

　展てん示じされていない、絵かい画がなどが保ほ管かんしてある部へ屋やみたい。

　……あっ！

　見み下おろした部へ屋やに広ひろがっていた光こう景けいに、わたしは思おもわず声こえを上あげそうになった。

　これって……？

『なるほど、その手てでくるか』

　ケイは見みただけで、どういうことかわかったみたい。

『行いくぞ、アスカ。行いき先さき変へん更こうだ。やつらの目もく的てき地ちがわかった』

　えっ!?

　中なか庭にわじゃないの？

　理り央お先せん輩ぱいが、ワナをしかけたところに行いくんじゃ……。

『それは、偽にせレッドに読よまれてる。別べつのルートだ』

　それって……。

　ううん！

　聞きき返かえしそうになったけど、ここでケイが説せつ明めいしてくれるわけないもんね。

　今いまは、ケイを信しんじる！

　わたしは天てん井じょう裏うらを、さらに先さきに進すすんでいく。

『そこから、通つう路ろに降おりるぞ。これから、天てん井じょう裏うらは使つかえない。気きを抜ぬくなよ』

　わかってるって。

　わたしは、天てん井じょう裏うらから通つう路ろに人ひとがいないことを確かく認にんして、飛とび降おりる。




　タンッ




　ほとんど足あし音おとを立たてずに、着ちゃく地ちする。

『そのまま、通つう路ろを真まっ直すぐに行いったところに、ドアがある。そこが目もく的てき地ちだ』

　目もく的てき地ちってことは、そこに偽にせレッドがいるってこと？

『いや、やつらは、まだきていないだろうな』

　どういうこと？

『やつらは、ここに来くるために、準じゅん備びが必ひつ要ようだからな』

　ろう下かのつき当あたりに、ドアがあった。

『この向むこうだ』

　ケイの言こと葉ばに、ドアを押おして開あける。

　警けい戒かいしつつ、あたりを見みまわす。

　がらん、とした広ひろい部へ屋やだった。

　テーブルもイスもなくて、背せの高たかい棚たなが、部へ屋やのはしに置おいてある。

　ドアとは反はん対たい側がわの窓まどから、となりの宿しゅく泊はく施し設せつが見みえた。

　こんなところに、偽にせレッドがくるの？

『ああ、絶ぜっ対たいにくる。おれを信しんじろ』

　断だん言げんするように、ケイが言いう。

　わかった。

　なら、わたしがやることは、１つ。

　偽にせレッドを、迎むかえ撃うつ準じゅん備びをしなきゃ！







　カツカツ……

　ドアの向むこうから、足あし音おとが聞きこえてくる。

　わたしは棚たなの陰かげに息いきをひそめて、ドアが開ひらくのを待まった。




　ガタッ……ギィ──




　ドアの開ひらく音おとがして、姿すがたを見みせたのは……２人ふたりの警けい備び員いん！

　２人ふたりの警けい備び員いんが、奥おくに向むかって歩あるいていく。

　するどい目めつきで、部へ屋やを見みまわしてる。

　あっ、こっちにくるっ！

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、速はやくなるのを、わたしはおさえつける。

　わたしは、その姿すがたを見み送おくってから、心こころを決きめた。




　タンッ




　わたしは、２人ふたりの後うしろに降おり立たった。

　かすかな着ちゃく地ちの音おとに、おどろいた顔かおで、２人ふたりがふり返かえる。

「な、なんでおまえが……！」

　小こ柄がらな警けい備び員いんが、目めを見み開ひらく。

「屋おく上じょうに、なにか用ようでもあるの？　偽にせレッドさん」

　わたしは、余よ裕ゆうをもって問といかける。

「な、なにを言いっている！　怪かい盗とうレッドはきさまだろう！　今いますぐに、つかまえてやる！」
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「どうぞどうぞ。いくらでも警けい備び員いんを呼よんでくれてかまわないわよ。……呼よべるものならね」

　わたしは、２人ふたりをにらみつける。

「ああ、くそっ！　ばれてんなら、しゃあないなっ！」

　２人ふたりは、舌した打うちすると、上うえに着きていた制せい服ふくを脱ぬいだ。

　あらわれたのは、２人ふたり組ぐみの偽にせレッド。

　ケイの予よ想そう通どおり！

「なんで、わかったんや？」

　小こ柄がらな男おとこが、身み構がまえながら言いった。

「簡かん単たんよ。あなたたちには、この美び術じゅつ館かんにほどこされた、ドアの指し紋もんのセキュリティは絶ぜっ対たいやぶれない。しかも、中なか庭にわのルートは、いかにもワナ。だから、外そとへ逃にげ出だすためには、ここを使つかうしかない」

「おまえも、気きづいてたんやな……」

　小こ柄がらな男おとこが、顔かおをしかめる。

　わたしは、窓まどの外そとのわたしたちが泊とまっている建たて物ものを、指ゆびさした。

「あの建たて物ものと美び術じゅつ館かんの距きょ離りは、７メートル。だけど、ここだけは違ちがう。向むこうの建たて物ものは外そと階かい段だんになっていて、１メートルは飛とび出だしてる。そして、こっちの美び術じゅつ館かんのほうは、出で窓まどになっていて、建たて物ものから、50センチは飛とび出でてる。おたがいを差さし引ひきしたら、５メートル50センチ。階かい段だんにならロープをはれるし、わたれない距きょ離りじゃないでしょ。とくに、あれだけ身み軽がるな動うごきを、見みせていたぐらいなんだから」

　偽にせレッドは、じりじりと後うしろに下さがってる。

　わたしは、そんな２人ふたりを見みて、一いっ歩ぽ、前まえにふみだす。

「窓まどを開あければ警けい報ほうがなるかもしれないけれど、警けい備び員いんがかけつけるころには、もう向むこうにわたってしまってる。わたってしまえば、となりの建たて物もののセキュリティは、この美び術じゅつ館かんよりはるかに落おちるから、簡かん単たんに抜ぬけ出だせるでしょうね」

　ま、これは全ぜん部ぶ、さっきケイに説せつ明めいされたこと、なんだけど。

　それに、わたしたちは、天てん井じょう裏うらから見みちゃったんだ。

　絵かい画がが保ほ管かんされてる部へ屋やで、眠ねむらされてる２人ふたりの警けい備び員いんを。

　制せい服ふくを脱ぬがされてね。

　だから、どんなかっこうで、姿すがたをあらわすかは、想そう像ぞうがついてたってわけ。

「さすが、怪かい盗とうレッドっちゅーことか。そっちも動うごくとは思おもとったけど、まさかここまでお見み通とおしとはな」

「当とう然ぜんよ」

　……予よ測そくしたのは、ケイだけどね。

「灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと青色ブルーの星スター、返かえしてもらうわよ」

　わたしはそう言いうと、偽にせレッドに向むけて、構かまえをとった。







　　　　12　　取とり返かえせるか!?




　拳こぶしをにぎりしめて、一いっ気きに偽にせレッドに向むかう。

「うおっ！」

　偽にせレッドは、おどろいた声こえを上あげながら、別べつ々べつの方ほう向こうに飛とびのく。

「いきなり、なにすんねん！」

　小こ柄がらな男おとこが、わめく。

　返かえしてもらうわよっ！

　足あしで地じ面めんをけって、もう一いち段だん、加か速そくする。

　小こ柄がらな男おとこのふところに、もぐりこむ。

　小こ柄がらな男おとこは、まだ体たい勢せいを整ととのえられていない。

　わたしは、お腹なかに向むけて、パンチをはなつ。

「うわっ、たたたたっ！」

　小こ柄がらな男おとこが、体からだをひねって、紙かみ一ひと重えでパンチをかわす。

　それならっ！

　わたしは、その場ばで回かい転てんして、回まわしげりをはなつ。

「いだーっ！」

　小こ柄がらな男おとこが両りょう手てでふせぎながら、後うしろにふっとんでいく。

　わたしは、もう１人ひとりの長ちょう身しんの男おとこのほうを向むく。

「た、たんまや！　ストップ！　ストップ！」

　長ちょう身しんの男おとこが、あわてたように、両りょう手てをぶんぶんとふる。

「なによ？」

　長ちょう身しんの男おとこが、両りょう手てを上あげた。

「……降こう参さん」

　…………へ？

「降こう参さんするから、なぐらんといて！」

　長ちょう身しんの男おとこは、泣なきそうな顔かおをしてる。

「……あんなスピードとパワーやったら、ワイらがどうやったって、勝かてへんやんか」

「そうやそうや」

　お腹なかをおさえた、小こ柄がらな男おとこがすわりこみながら、うなずいてる。

　……ちょ、ちょっと！

　なんか、わたしが悪わる者ものみたいな言いい方かたしないでよね！

　そっちが、盗ぬすんだんでしょうが！

『アスカ。とにかく決けっ着ちゃくがついたんなら、偽にせレッドをしばりあげておけ』

　ケイが、たんたんと指し示じする。

　さすがにケイも、少すこしあきれてるみたい。

　はあぁ……。

　わたしは、心こころの中なかでため息いきをつく。

　気き合あい入いれてきたのが、バカみたいな弱よわさじゃん。

　強きょう敵てきすぎるのも、困こまるけどさ。

　なんか、拍ひょう子し抜ぬけ……。

　って、そんなこと考かんがえてる場ば合あいじゃないか。

　わたしは、用よう意いしてきたロープで、偽にせレッドの２人ふたりをしばりあげる。

　その間あいだも、偽にせレッドはおとなしいまま。

　わたしは、しばりあげた、偽にせレッドの前まえに立たって、ジロリとにらんだ。

「どうして、偽にせ者ものなんてやろうとしたわけ？」

「…………」

　小こ柄がらな男おとこは、横よこを向むいてだまってる。

　長ちょう身しんの男おとこのほうも、口くちをぐっと閉とじてて、しゃべる気きがないみたい。

「もう一いち度どきくけど、どうして、レッドをかたって盗ぬすみをしたの？　理り由ゆうがない、とは言いわせないわよ」

　わたしは、２人ふたりをにらみつける。

「……そんなん、正しょう直じきに答こたえるわけないやろ。自じ分ぶんで考かんがえてみい。頭あたま使つかえば、わかりそうなもんやろ！」

　小こ柄がらな男おとこが、バカにしたように笑わらう。

　ふ～ん。

　そうなんだ。

　そういう態たい度どとるんだぁ。

「あ、そう……。ずいぶん身み軽がるみたいだし、屋おく上じょうから落おちても大だい丈じょう夫ぶだよね」

　わたしは、小こ柄がらな男おとこの体からだをつかむと、力ちからをこめる。

　ふわりと、男おとこの体からだがうかぶ。

「ちょ、ちょい待まち！　なにするつもりやねん！」

「待またない」

　わたしは、そのまま屋おく上じょうの柵さくのほうに、移い動どうする。

「わ、わかった！　しゃべる！　しゃべるって！」

　あわてて、小こ柄がらな男おとこがさけぶ。

　わたしは、その場ばに、ドスンッと小こ柄がらな男おとこを落おとした。

「いったいなー！　もうちょい、やさしいに扱あつこうてよ。……なんやねん、そのバカ力ぢから！」

「なんかいった？」

　ギロッ、とわたしがにらむと、ヒッという感かんじに、小こ柄がらな男おとこが身みをすくめる。

「それで、どうしてなの？」

　小こ柄がらな男おとこは、それでもまだ口くちをつぐんだまま。

　かわりに、長ちょう身しんの男おとこのほうが、口くちを開ひらいた。

「キザなマジシャンに、頼たのまれたんや」

　キザなマジシャン？

　ん？

　どこかで聞きいたような……。
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「えーっと、えーっ、なんやったかな。たしか名な前まえは……ふぁ……ふぁんたじー？」

　長ちょう身しんの男おとこは、言いいながら首くびをかしげてる。

「アホか！　それを言いうなら、ファンタジスタや！」

　小こ柄がらな男おとこが、突つっこみを入いれる。

「ああっ！　そうそう、それや！　ファンタジスタや！」

　ファ、ファンタジスタ!?

　ちょ、ちょっと待まってよ！

　どうしてここで、あいつの名な前まえが出でてくるわけ？

『……やはりか』

　やはりって、ケイは想そう像ぞうがついてたの!?

『ああ。偽にせレッドが、本ほん物ものとほぼ同おなじ、レッドのカードを用よう意いしていたこと。盗ぬすみに入はいるときの、手て際ぎわの良よさ。それも、ファンタジスタが関かかわっているなら、理り解かいできる。そもそも、こいつらにこの場ば所しょを割わり出だせるような能のう力りょくはない』

　あ、そっか。

　たしかに、この偽にせレッドたちに、そんなことできなさそうだもんね。

『それに、いくら高こう額がくが保ほ証しょうされている宝ほう石せきが目め当あてだとしても、こいつらが、こんな難なん易い度どの高たかい場ば所しょにチャレンジしてくるとは思おもえない。よほど信しん頼らい性せいの高たかい、ブレーンがついているとしか、考かんがえられない。となれば、そもそもこいつらが、レッドをかたったこと自じ体たいが、そのブレーンの指し示じだ、ということも予よ想そうがつく。そんなことを、するやつといえば……あいつしかいないだろう』

　ファンタジスタ！

　作さく戦せんを立たてたのは、ファンタジスタで、偽にせレッドはその通とおりに動うごいてただけってわけね。

　でも、言いわれたからって、その通とおりにする？

『それは、本ほん人にんたちに、聞きいてみればわかる』

　それもそうか。

　わたしは、偽にせレッドを見みる。

「あんたたち、なんで、ファンタジスタにたのまれて、ホイホイと盗ぬすみをやったわけ？」

「ふんっ。ワイらだって、怪かい盗とうファンタジスタの名な前まえぐらい知しってるわ」

　さっき忘わすれてたじゃん。

　……と、ツッコミたいのはガマンして、続つづきをきく。

「そいつが、盗ぬすみの計けい画かくをしてくれるいうんや。しかも、成せい功こう報ほう酬しゅうは大たい金きんやで。乗のらん手ては、あらへん」

　お金かねに、目めがくらんだってわけね。

　それにしたって、なんでファンタジスタは、そんな余よ計けいなことを、してくれたわけ？

　理り由ゆうがさっぱりわからない。

「……なんか、頼たのまれてへんかったか？」

　長ちょう身しんの男おとこが、小こ柄がらな男おとこを、わずかに動うごくひじでつっつく。

「ああ！　そやそや。ファンタジスタからの伝でん言ごんや。え～と、こうやったかな。『いい退たい屈くつしのぎになっただろう。おれがいない間あいだに、平へい和わボケされても困こまるからね』っちゅーとったかいな」

　なにそれ！

　あいつぅ……。

　そんなことのために、偽にせレッドなんて、仕し立たて上あげたわけ!?

　ファンタジスタらしいといえば、らしいけど、なに考かんがえてんだ！

『ただ、楽たのしみたいだけだろう。そういうやつだ』

　うっ……たしかに。

　観かん客きゃくを楽たのしませるために盗ぬすむ、なんて、ふざけたことを言いうやつだもんね。

　これぐらいやっても、確たしかに不ふ思し議ぎじゃない。

　まあ、ここにいない相あい手てに、いつまでも怒おこってても、しかたがないか。

　今こん度ど会あったときに、倍ばい返がえししてやるとして、まずは、この偽にせレッドのほう。

　わたしは、偽にせレッドの前まえに立たって、手てを伸のばす。

「それじゃあ、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと青色ブルーの星スターを、返かえして」

　小こ柄がらな男おとこは、一いっ瞬しゅん、言こと葉ばにつまったが、すぐにため息いきをついた。

「……しゃあないな。ほら、こん中なかや」

　目め線せんと首くびの動うごきで、腰こしにつけてあるバッグを、しめす。

　わたしは、慎しん重ちょうに小こ柄がらな男おとこに近ちかづいて、バッグを開あける。

　布ぬのでくるまれた、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと青色ブルーの星スターが入はいっていた。

　取とり出だして、一いっ歩ぽ、後うしろに下さがる。

　もう一いち度ど、確かく認にんする。

　真まっ赤かなルビーと、真まっ青さおなサファイアが、手てのひらにあった。

「ふーん。ずいぶん、あっさりしてるわね」

　今いまは持もってないとか、べつの場ば所しょに隠かくしたとか、ウソをつくんじゃないかと、思おもってたんだけど。

　ま、そうだとしても、ケイがすぐに見み破やぶるから、同おなじことなんだけどね。

「そら……当とう然ぜんや」

　ん？

　口く調ちょうが変かわった。

　今いままでとちがって、偉えらそうな感かんじ。

　わたしは小こ柄がらな男おとこを見みる。

　うつむいていた男おとこが、不ふ意いに顔かおを上あげた。

　笑えみをうかべてる。

「偽にせ物もんやからな」

　男おとこが言いい終おわるのと同どう時じに、手てのひらのルビーとサファイアが、はじける。

　次つぎの瞬しゅん間かん、強きょう烈れつな閃せん光こうが、あたりを照てらした。
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　わたしは、その場ばにしゃがみこんで、顔かおをふせる。

　小こ柄がらな男おとこが、得とく意いげに言いった。

「……なーんも答こたえられへんか。悪わるいなぁ。ま、すぐに視し力りょくは回かい復ふくするよって」

「そのあいだに、ワイらは逃にげさせてもらうがな」

　そう言いいながら、２人ふたりが立たち上あがる。

　２人ふたりの足あし元もとに、ばさり、と音おとを立たててロープが落おちた。

　そのとき──

「……ふーん。縄なわぬけはできるんだ」

「!?」

　おどろいた顔かおで、ふり返かえった２人ふたりの前まえで、わたしはゆっくりと立たち上あがった。

　わたしの顔かおには、サングラス。

　いつもは、暗あん視し機き能のうモードで使つかってるけど、今いまは通つう常じょうモード。

　つまり、ただのサングラス。

「ちゃーんと、防ふせがせてもらったんだから」

『あのとっさの瞬しゅん間かんに、よく気きがついたな』

　へへ。

　理り央お先せん輩ぱいのおかげだよ。

『清きよ瀬せ先せん輩ぱいの？』

　理り央お先せん輩ぱいの家いえに連つれて行いってもらったときに、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを持もたせてもらったんだよね。

　そのとき持もった重おもさは、しっかり覚おぼえてるもん。

『そういうことか。偽にせレッドから宝ほう石せきを受うけ取とったときに、重おもさが違ちがうことに気きづいた。だが、閃せん光こう弾だんとどうしてわかった？』

　ううん。

　わかんないよ、そんなの。

　偽にせ物ものの宝ほう石せきで、なんかしかけてくるってのはわかったから、あとはなにがきても、対たい処しょできるようにしてただけ。

『……勘かんか』

　ケイが、あきれたように言いう。

　ううぅ……。

　だって、ケイにきいてる時じ間かんもなかったし、だまされたフリをしたほうが、いいかと思おもったんだもん。

『アスカにしては、上じょう出で来きだ。じゃあ、ここからは……』

　うん！

　わたしたちの、ターンだよね！

　ゆっくりと、わたしは腰こしを落おとして、構かまえをとる。

「くっ……どないなっとんねん。話はなし、違ちゃうやろ……」

　偽にせレッドが、じりじりと後あとずさりする。

「逃にがすと思おもう？」

「ちっ。しゃーない。やるしかないやないかっ！」

　偽にせレッドも、迎むかえうつ体たい勢せいをとった。

　やっと、やる気きになったみたい。

　今こん度どは、卑ひ怯きょうな手てなんて、使つかわせない。

　タンッ！

　わたしは地じ面めんをけって、偽にせレッドとの間ま合あいをつめる。

　体たい勢せいを低ひくくして、小こ柄がらな男おとこに拳こぶしをふるう。

「あぶなっ！」

　２人ふたりが、左さ右ゆうにステップして、拳こぶしは空くうを切きる。

「お返かえしや」

　小こ柄がらな男おとこと、長ちょう身しんの男おとこが、わたしをはさみこむように、立たってる。

　そこから、同おなじタイミングで、前まえと後うしろから、蹴けりが飛とんでくる。

　ちょ、ちょっと！

　わたしは、正しょう面めんの蹴けりを手てで受うけ止とめる。

　──と同どう時じに、後うしろからの蹴けりをくらって、前まえのめりになる。

「いったーっ！」

　蹴けりを受うけた背せ中なかが、ズキズキとする。

　な、なんなの、こいつらっ！

　めちゃくちゃやりにくい!!

「わしら、昔むかしシンクロ選せん手しゅだったんやで～」

「しょーもないボケすんな！」

　小こ柄がらな男おとこが、長ちょう身しんの男おとこに突つっこんでる。

　こんなときでも、緊きん張ちょう感かんにかけるやつら……。

　でも、なめてかかったら、ダメだ。

　偽にせレッドのコンビネーションは、あなどれない。

「次つぎはこんなん、どや！」

　小ちいさな玉たまを、投なげつけてくる。

　なに？

　わたしは、とっさに首くびを横よこにふってよける。

　バンッ！

　はずれた玉たまが、地じ面めんで破は裂れつする。

　もくもくと、煙けむりがあたりに、たちこめる。

　煙けむり玉だま!?

　やられたっ！

　最さい初しょから、これが狙ねらい!?

　また逃にげるつもりなんだ！

　わたしが一いっ瞬しゅん、窓まどのほうに目めを向むけた瞬しゅん間かん、右みぎ足あしのすねを、思おもいっきりはらわれる。

「うわっ……ととっ」

　体たい勢せいをくずしながら、なんとか尻しりもちをつかないように、こらえる。

　その顔がん面めんに、煙けむりを切きり裂さいて、拳こぶしがとんでくる。

　首くびをひねって、なんとかかわす。

　ヒュンッ

　耳みみに、風かぜ切きり音おんが聞きこえる。

　このっ！

　わたしは、攻こう撃げきされた方ほう向こうに蹴けりを放はなつ。

　だけど、煙けむりを切きり裂さいただけ。

　もう！

　煙けむりで、相あい手てがまるっきり見みえない。

「よう、お嬢じょうちゃん。どないした？　そんなとこにはおらへんで」

　小こ柄がらな男おとこの声こえがする。

　すぐにそちらに向むかうが、気け配はいが消きえてる。

　どこ？

　一いっ体たい、どこにいるの？

　目めをこらして、見みまわす。
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「こっちや」

　次つぎの瞬しゅん間かん、ドンッ、と背せ中なかから強つよい衝しょう撃げきをくらう。

「きゃっ！」

　長ちょう身しんの男おとこの、後うしろからの、体たい当あたりをくらって、前まえのめりに倒たおれる。

　いったぁ……。

　すぐさま、体たい勢せいを立たて直なおす。

　攻こう撃げき自じ体たいは軽かるいから、一発ぱつ、二発はつくらっても大だい丈じょう夫ぶ。

　だけど、何なん回かいもこのままくらい続つづけたら、ダメージがたまっていく。

　それに、この煙けむり。

　いつの間まにか、部へ屋や全ぜん体たいが煙けむりにおおわれてる。

　偽にせレッドは、動うごきながら、煙けむり玉だまを放ほうってるんだ。

　でも、どうして？

　なんで向むこうには、わたしの場ば所しょがわかるの？

　煙けむりで見みえないのは、向むこうだって同おなじはずなのに……。

　考かんがえても答こたえは出でない。

　とにかく、同おなじ場ば所しょにとどまってちゃ、ダメだ。

　わたしは、地じ面めんを蹴ける。

　闇やみ雲くもに、偽にせレッドの姿すがたを探さがすが、見みつからない。

「くっ！」

　煙けむりの中なかから飛とんできた、蹴けりを、なんとか両りょう腕うででふせぐ。

　同どう時じに、反はん対たい側がわから、パンチも飛とんでくる。

　なんとか、体からだを後うしろにそらせて、よける。

　くらう攻こう撃げきが、全ぜん部ぶ、不ふ意い打うちだから、気きが抜ぬけない。

　コンビネーションも、やっかいだし。

　ようし！

　こうなったら！

　わたしは、その場ばで足あしを止とめて、構かまえをとった。

「あれあれ？　どないしたんや？　あきらめたんかぁ？」

　偽にせレッドの挑ちょう発はつの言こと葉ばには、乗のらない。

　じっと、我が慢まん。

　そして、なんでか、偽にせレッドも動うごかない。

　でも気きは抜ぬけない。

　ふぅ……。

　呼こ吸きゅうを整ととのえる。

　次つぎの瞬しゅん間かん、右みぎからパンチが飛とんでくる。

　来きた！

　これを待まってた！

　わたしは防ぼう御ぎょをせずに、そちらに向むかって、蹴けりを放はなつ。

　攻こう撃げきをする瞬しゅん間かんなら、わたしにも、相あい手ての位い置ちはわかるもんね。

　名なづけて、肉にくを切きらせて骨ほねを断たつ、作さく戦せん！

　だけど……。

「くっ！」

　右みぎ腹はらに、偽にせレッドのパンチが当あたる。

　一いっ瞬しゅん、息いきが止とまる。

「うおっ！」

　こっちが放はなった蹴けりには、手てごたえがない。

　失しっ敗ぱい!?

　相あい手てのパンチで、体たい勢せいをくずしたせいか、狙ねらいが甘あまくなったみたい。

「あぶないやんかっ！　なんちゅう攻こう撃げきの仕し方かたやねん」

　それしか、方ほう法ほうが思おもい浮うかばないんだから、しょうがないでしょ！

「けど、防ぼう御ぎょを捨すてるなんか、なんぼこっちの攻こう撃げきが軽かるうても、何なん度どもできひんやろ？」

　うっ……。

　痛いたいところを、突つかれた。

　今いまも、ノーガードでパンチを食くらった右みぎのお腹なかが、ズキズキと痛いたい。

　動うごけないってわけじゃないけど、何なん度どもできる方ほう法ほうじゃない。

　でも、偽にせレッドに勝かつには、これしか方ほう法ほうが……。

『アスカ。聞きこえるな？』

　ケイ！

　聞きこえてるよ。

『偽にせレッドが、どうしてアスカの動うごきがわかるのか、わかった』

　ほんと!?

『ああ。むずかしい話はなしじゃない。音おとだ』

　音おと？

『アスカが動うごく足あし音おと、呼こ吸きゅうの音おと、それで位い置ちをつかんでる。さっきから、アスカの動うごきと、相あい手ての攻こう撃げきのタイミングを見みる限かぎり、それしかない。さっきアスカが立たち止どまったとき、偽にせレッドはしかけてこなかった。足あし音おとが聞きこえなくなったからだ』

　そういえば……。

　さっき、なかなか、しかけてこなかったっけ。

　そういう種たねが、あったってわけね。

『だから、さっきの作さく戦せんは悪わるくはない。ただし、カウンターはギリギリでよけて、攻こう撃げきするものだ』

　そりゃあ、よけられるなら……。

　あっ！

　そういうこと！

『いけるな？』

　もちろん！

　種たねがわかれば、大だい丈じょう夫ぶ。

　わたしは、その場ばで構かまえをとる。

　わざと、足あしで音おとを立たてて、踏ふみこむ。

　勝しょう負ぶはここから！

　耳みみをすます。

　ヒュッ。

　わずかな、風かぜを切きり裂さく音おとが聞きこえる。

　右みぎ！

　わたしは、目めをこらす。

　煙けむりの中なかから、ミドルキックが飛とんでくる。

　わたしは、上じょう半はん身しんを後うしろにかたむけて、紙かみ一ひと重えで、かわす。

　続つづけて、反はん対たい側がわからきた、ローキックも足あしを引ひいて、よける。

「なんやとっ!?」

　驚おどろいた声こえ。

　なにがくるかわからないから、大おおきくよけようとしてたけど、方ほう向こうがわかってれば、ギリギリでよけられる。

　そして、足あしが伸のびてきた先さきに、偽にせレッドはいるっ！

　わたしは、相あい手ての足あしの飛とんできた方ほう向こうに、ふみこむ。

「覚かく悟ごしなさい！」

　思おもいっきり力ちからをこめて、右みぎの拳こぶしをふりぬく。

「ぐはっ!!」

　今こん度どは、手てごたえばっちり！

　やった！

　あと１人ひとり！

　わたしは、かすかな足あし音おとを聞きき逃のがさずに、左ひだりにステップする。

　目めを見み開ひらいてる、長ちょう身しんの男おとこの姿すがたが見みえた。

　相あい手てが反はん応のうする前まえに、首くびに手しゅ刀とうをくらわせる。

　ガクッ、と地じ面めんに倒たおれた。

　はー。

　終おわったー。

『終おわったな』

　うん！

　あとは、灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと青色ブルーの星スターをとりもどすだけ。

　だんだん、煙けむりが晴はれていく。

　まず見みえたのは、大だいの字じになって、のびている、小こ柄がらな男おとこ。

　そのすぐわき、長ちょう身しんの男おとこが、倒たおれていた。

　気きを失うしなってるみたい。

　わたしは、気き絶ぜつしてない、小こ柄がらな男おとこに近ちかづく。

「さあ、今こん度どこそ本ほん物ものの灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンと青色ブルーの星スターを返かえしてもらうわよ」

　小こ柄がらな男おとこを見み下おろして言いう。

　顔かおをゆがめながら、小こ柄がらな男おとこは、ごそごそとポケットをさぐってる。

「……これや……」

　息いき苦ぐるしそうにつぶやきながら、２つの宝ほう石せきを、突つき出だしてくる。




　コロン




　男おとこの手てのひらが、かたむいて、わたしの手ての中なかに重おもたい宝ほう石せきが落おちてきた。

　青あお色いろと赤あか色いろの宝ほう石せきは、わたしの手ての中なかで、それぞれの色いろでかがやいてる。

　よし！

　今こん度どは本ほん物もの。

　理り央お先せん輩ぱいに持もたせてもらったときと、重おもさが一いっ緒しょだもん。
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『アスカ。騒さわぎに気きづいた警けい備び員いんが、こっちに向むかってる』

　えっ！

　まずっ！

「レッド!!」

　そこで、扉とびらがいきおいよく開ひらいた。

　あらわれたのは、理り央お先せん輩ぱいを先せん頭とうにした、警けい備び員いんの人ひとたち。

　間かん一いっ髪ぱつ、わたしは棚たなに身みを隠かくす。

　理り央お先せん輩ぱいたちから見みえるのは、偽にせレッドの２人ふたりだけ。

「おい、こいつらだ。灼レッ熱ドハのート王クラ冠ウンを盗ぬすんだのは！」

　その２人ふたりへ、警けい備び員いんたちが殺さっ到とうして取とり押おさえる。

　偽にせレッドたちも、もはや抵てい抗こうする気きは失うせていたらしくて、おとなしくしばりあげられた。

「あなたたちは……」

　言いいながら、理り央お先せん輩ぱいが、おそるおそる偽にせレッドの２人ふたりに近ちかづいていく。

　そして、何なにかに気きづいたように、背せの高たかいほうの胸むねポケットからのぞいていた、赤あかいカードを取とり上あげた。

　カードの表ひょう面めんには、レッドだけが使つかう、模も様ようが描かいてある。

「……お騒さわがせいたしました。偽にせの怪かい盗とうレッドをひきわたします。彼かれらの盗ぬすんだものは、のちほどお返かえしいたします。──怪かい盗とうレッド!!」

　理り央お先せん輩ぱいは、カードを読よみ上あげると、あたりを見みまわす。

「ああ、客きゃくの整せい理りに思おもいがけず手て間ま取どらなければ、本ほん物もののレッドに会あえたのにっ!!」

　天てん井じょうを見み上あげて、くやしがる理り央お先せん輩ぱい。

　でも、その顔かおが、うれしそうなものに、変かわっていく。

「やっぱりレッドはレッドだ！　ぼくの大だい好すきな、怪かい盗とうレッドだ!!」

　きらきらとした笑え顔がおで、理り央お先せん輩ぱいがさけんだ。

　わたしは、それを見みて、気きづかれないように、そっとその場ばをはなれた。







　　　　14　　そして、怪かい盗とう部ぶは続つづく




　次つぎの日ひの朝あさ。

　テレビをつけると、昨日きのうのことをニュースでやってた。

　テレビの右みぎ上うえに、「偽にせレッド、つかまる！」と大おおきく書かいてある。

「……昨さく夜や、警けい察さつによる発はっ表ぴょうがあり、先せん日じつ盗ぬすまれた、絵かい画がや青色ブルーの星スターなどについては、怪かい盗とうレッドの偽にせ者ものがやったことが、明あきらかになりました。なぜ、偽にせ者ものが怪かい盗とうレッドをかたったかなどについては、捜そう査さ中ちゅうとのことです」

　画が面めんが切きり替かわる。

　学がっ校こうの制せい服ふく姿すがたの、理り央お先せん輩ぱいが映うつる。

「最さい初しょから、怪かい盗とうレッドの偽にせ者ものであることは、わかっていました。だからこそ、大だい々だい的てきに罠わなをしかけたんです」

　リポーターや記き者しゃが、何なん人にんもマイクやレコーダーを、理り央お先せん輩ぱいに向むけてる。

「ですが、あの時じ点てんでは、だれもが本ほん物ものの怪かい盗とうレッドがやったことだと、うたがいを持もっていなかったようですが？」

　キッ、と質しつ問もんをしたリポーターを、理り央お先せん輩ぱいがにらむ。

　リポーターが、怖おじ気けづいたように、後あとずさる。

「怪かい盗とうレッドが、そんなことをする怪かい盗とうだと思おもいますか？　わたしは、たったあれだけの証しょう拠こで、偽にせ者ものの怪かい盗とうレッドという可か能のう性せいを捨すてることのほうが、信しんじられません」

　ぐっ、とリポーターや記き者しゃたちが、言こと葉ばにつまってる。

　自じ分ぶんたちは、さんざん、本ほん物ものの怪かい盗とうレッドが心こころ変がわりした、金かねに目めがくらんだ、と報ほう道どうしていたから、言いい返かえせないみたい。

「それに信しんじていたのは、どうやらわたしだけでは、ないようですし」

「というのは？」

「白しら里さと響ひびき探たん偵ていも、偽にせ者ものの怪かい盗とうレッドの存そん在ざいを、確かく信しんしていたようですよ。ご連れん絡らくを差さし上あげたときに、おっしゃっていました。『自じ分ぶんのことは、自じ分ぶんで解かい決けつするでしょう』とね。その通とおりになったわけです」

　その言こと葉ばに、リポーターたちが、さわがしくなる。

　だれか確かく認にんとってこい、なんて言こと葉ばも遠とおくで聞きこえる。

　わたしは、テレビを消けす。

　ふふ～ん。

　これで、怪かい盗とうレッドもいつも通どおり。

　さあ、学がっ校こうに行いかなきゃ。







　昼ひる休やすみ。

　実み咲さきたちと、お弁べん当とうを食たべていると、さわがしかったろう下かが、急きゅうに静しずかになる。

　ん？

　こんなこと、前まえにもあったような……。

「アスカいる？」

　教きょう室しつのドアに姿すがたを見みせたのは、理り央お先せん輩ぱいに大だい貴き先せん輩ぱい、健けん人と先せん輩ぱいまで。

　とくに、大だい貴き先せん輩ぱいなんて体からだが大おおきいから、まわりの生せい徒とも、そそくさとはなれていく。

「はい！……ちょっと行いってくるね」

　わたしは、実み咲さきと優ゆ月づきにことわる。

「うん。またあとで、昨日きのうのこと聞きかせてね」

「もちろん！」

　わたしは実み咲さきに答こたえて、理り央お先せん輩ぱいたちのところに向むかう。

　ドアのところだと、邪じゃ魔まになるから、ろう下かに出でた。

「朝あさのニュース見みました！　インタビューに答こたえてましたよね」

「うん……」

　あれ？

　理り央お先せん輩ぱい、なんか元げん気きがないみたい。

「どうかしたんですか？」

「…………」

　理り央お先せん輩ぱいは、だまったまま。

「いや、どうもすぐ近ちかくにレッドがきてたのに、会あえなかったって、落おちこんでるらしいんだよ」

　大だい貴き先せん輩ぱいが、苦にが笑わらいしながらかわりに答こたえる。

　あ～、理り央お先せん輩ぱいなら、十じゅう分ぶんありそうな理り由ゆうかも。

「同おなじ建たて物ものの中なかに、いたっていうのに……」

　理り央お先せん輩ぱいは、肩かたを落おとして、がっくりとしてる。

　背せ中なかも丸まるまって、いつものシャキッとした姿すがたが、見みる影かげもない。

　なんか、これは……。

　重じゅう症しょうみたい。

「そうそう姿すがたを見みせるわけもないから、しかたがない、とは言いったんだけど」

　健けん人と先せん輩ぱいも、こまった顔かおをしてる。

　う～ん。

　これは、なんとかしないと。

　ケイも言いってたけど、理り央お先せん輩ぱいが挑ちょう戦せん状じょうっていう、チャンスをくれたから、偽にせレッドをつかまえることができたんだもん。

　そうじゃなかったら、まだ、つかまえられなかったかもしれない。

　そんな理り央お先せん輩ぱいを、落おちこませたくない。

「で、でも、偽にせレッドがつかまって、本ほん物もののレッドも、理り央お先せん輩ぱいに感かん謝しゃしてるんじゃないかなーと、思おもうんですけど……」

　それとなく、伝つたえてみる。

　やっぱり、理り央お先せん輩ぱいは、うつむいて動うごかない。

　ダメかな……と思おもったときだ。

「……そう思おもう？」

　ぱっ、と顔かおを上あげた理り央お先せん輩ぱいが、きいてくる。

「は、はい！」

　わたしは、ブンブンと首くびをたてにふる。

「すっごく、助たすけになったと思おもいます！」

　ここぞとばかりに、わたしは強つよく言いう。

「挑ちょう戦せん状じょうのおかげで、偽にせレッドもおびきよせられたんですし。たぶん、いや、絶ぜっ対たいっ、感かん謝しゃしてますって！」

　理り央お先せん輩ぱいの顔かおに、明あかるさがもどってくる。

「そうだよね！　レッドに、少すこしは恩おん返がえしできたよね！」

　いつもの力ちから強づよい口く調ちょうで、理り央お先せん輩ぱいが言いった。

　もう十じゅう分ぶんすぎるぐらいです、理り央お先せん輩ぱい。

　本ほん当とうはそう伝つたえたいけど、できないのがもどかしい。

「でも、ぼくが受うけた恩おんは、これぐらいじゃ、返かえしきれてない！」

　理り央お先せん輩ぱいは、ぐっと拳こぶしをにぎりしめてる。

　……え？

「理り央おなら、そう言いうと思おもった」

　大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいが、苦にが笑わらいしてる。

　でも、２人ふたりとも理り央お先せん輩ぱいが、いつもの調ちょう子しにもどって、ほっとしてるみたい。

「まだまだ、これからも、レッドを追おいかけていく！」
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　ははは……。

　どうやら怪かい盗とう部ぶの活かつ動どうは、まだまだ続つづくみたい。

　だけど、恩おん返がえしなんて、ほんとにいいのにな……。

　ただ、理り央お先せん輩ぱいみたいに、わたしたちの仕し事ごとで、喜よろこんでくれている人ひとが、いることを知しれただけで、すっごく、うれしいんだから。

　……ん？

　気きづくと、ケイが教きょう室しつのドアの近ちかくにいた。

　わたしが見みると、ケイがわずかに目めを細ほそめた。

　視し線せんの先さきにいるのは、理り央お先せん輩ぱいたち。

　ケイも、きっと同おなじことを思おもってる。

　こんな笑え顔がおを守まもるためだから、危き険けんなことだって、がんばれる。

　怪かい盗とうレッドをやってて、よかったって思おもえるもん。

「ああ、こんなことを、してる場ば合あいじゃなかった！　今こん回かいの事じ件けんをまとめないと。なんといっても、ぼくたちが、関かん係けいした事じ件けんなんだから。アスカ！　手て伝つだってくれよ」

　ワクワクした顔かおで、理り央お先せん輩ぱいが言いう。

　つられて、わたしも笑え顔がおになる。

「はい！　もちろん！」

　わたしは、大おおきくうなずいた。







　　　あとがき




　こんにちは！

　怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりこと、秋あき木ぎ真しんです。

　今こん回かいあらわれたのは、偽にせ者もののレッド。

　偽にせ者ものがあらわれるなんて、レッドも有ゆう名めいになったものだよねぇ……。

　ま、本ほん物ものとは似にても似につかない、やつらだったけど。

　偽にせレッドがどんなやつらかは、本ほん編ぺんを読よんでもらうとして、今こん回かいはひさびさに、インタビュー企き画かく復ふっ活かつです！

　２巻かんでケイにインタビューしてから、ずいぶん経たっちゃいましたが、やっとできる機き会かいがやってきました。







　ってことで、今こん回かいのインタビュー１人ひとり目めは、怪かい盗とうレッドの実じっ行こう担たん当とう、相あい棒ぼうのケイには動どう物ぶつあつかいされている、ばつぐんな運うん動どう神しん経けいの持もち主ぬし、アスカです！

「みんな、こんにちは！　……って、なんか紹しょう介かいのしかたが、ひどいような気きがするんだけど……？」

　いやいやいや！

　そんなことないって！

　動どう物ぶつあつかいしてるのは、ケイだし。

「……なんかいった？」

　いや、べつに……。

（まさに、ライオンみたいにするどい目めだよ……）

　え～と、今こん回かい呼よんだのは、どうやったら、アスカみたいな怪かい盗とうレッドに、なれるのかっていうことなんだけど。

　練れん習しゅう方ほう法ほうとかあるの？

「う～ん……特とく別べつなことはしてないよ。ビルをロープなしで登のぼり降おりしたり、お父とうさんと格かく闘とうの練れん習しゅうしたりとか」

　十じゅう分ぶん、特とく別べつなことだと思おもうけど……。

　もっと、ふつうの人ひとが真似まねできそうなこととか、ない？

「ふつう？　そうだなぁ……って、それってわたしが、ふつうじゃないってこと!?」

　いやいや！　ふつうだったら、怪かい盗とうレッドもつとまらないでしょ。

「まあね……なんか、うまく丸まるめこまれてるような気きがするんだけど……」

　気きのせいだって。

　それで、なにかある？

「そうだなぁ……毎まい朝あさジョギングする、とか？」

　あれ。意い外がいにふつうだね。

「体たい力りょくって、重じゅう要ようなんだよ。なにをするにしても、スタミナが切きれて、息いき切ぎれしちゃったら、１００％のパフォーマンスが、できないじゃん。だから、まずはスタミナをつけるの。よく食たべて、よく動うごくっていうのが、一いち番ばんだよ！」

　たしかに、アスカはよく食たべるもんね。

「ご飯はんの時じ間かんが一いち番ばん幸しあわせ！　このあと、インタビューに出でる代かわりに、焼やき肉にくに連つれてってくれるんでしょ！」

　いやまあ……そうなんだけど。

（財さい布ふの中なか身みが心しん配ぱいになってきたなぁ）

「どうかした？　財さい布ふなんて、見みたりして」

　ううん！　なんでもないよ。

　じゃあ、最さい後ごに、これからの意い気きごみを、聞きかせてください。

「これからも、ケイと一いっ緒しょに、怪かい盗とうレッドをがんばるから、みんな応おう援えんしてね！」

　ありがとうございましたっ！

（退たい場じょうするアスカのお腹なかが、すごい鳴なってたけど、今日きょうの焼やき肉にく代だい、足たりるかなぁ）







　さて！

　今こん回かいのインタビューは、一ひと味あじ違ちがいます。

　じつはもう１人ひとり、呼よんでるんですよね。

　怪かい盗とうレッドのライバル、中ちゅう学がく生せいにして名めい探たん偵てい、白しら里さと響ひびきさんです！

「こんにちは。今日きょうはインタビューと、聞きいたんですが」

　はい！

（……ということにして、来きてもらったんだよね。さすがに、怪かい盗とうレッドの記き録ろく係がかりです、なんて言いえないし）

　まずは、どうやって探たん偵ていになられたんですか？

「いつのまにか、ですよ。うちは、警けい察さつ官かんの家か系けいですから、事じ件けんの話はなしは身み近ぢかにあったんです。そういうものに、首くびをつっこんでいるうちに……」

　なるほど。

　花はな里さと琴こと音ねさんの誘ゆう拐かい事じ件けんも、小しょう学がく生せいのころのことですもんね。

「なぜ、そのことを？」

　えっ……。

　あ～、うわさでいろいろと。

（あぶない、あぶない。うっかり、僕ぼくの正しょう体たいがばれたりしたら、すごくやっかいそうだし）

　話はなしは変かわりますが、探たん偵ていになるにあたって、必ひつ要ようなこととか、ありますか？

「必ひつ要ようなことですか……。いかなるときでも冷れい静せいで、あきらめない心こころを持もつこと、ですね」

　へえ……それは意い外がい。

　もっと、明めい晰せきな頭ず脳のうとか、観かん察さつ眼がんとか、そんなものかと思おもってたけど。

「もちろん、それらも必ひつ要ようですが、どんなに冴さえた頭ず脳のうを持もっていても、観かん察さつ眼がんがするどかったとしても、冷れい静せいでいられなければ、力ちからを発はっ揮きできません」

　ふむふむ。

　あきらめない心こころというのは？

「探たん偵ていがあきらめたら、事じ件けんは解かい決けつしません。事じ件けんで悲かなしむ人ひとを、悲かなしませたままにしないためにも、どんなに難むずかしい事じ件けんであっても、あきらめない心こころが必ひつ要ようなんです」

　おおっ！

　でも、やっぱり探たん偵ていともなれば、頭ず脳のうの明めい晰せきさも必ひつ要ようですよね。暗あん号ごうを解といたりとか。

「そうですね。じゃあ、ここで暗あん号ごうを１問もん、出だしていきましょうか」

　響ひびきからの暗あん号ごう！

　面おも白しろそうですね、受うけて立たちますよ。

「『trfjslsmstsxiyils,srti』です」

　な、なにこれ!?

　え～と、さっぱりなんだけど……。

「ヒントは左ひだりです。それでは、これで失しつ礼れいします」

　え、あっ……行いっちゃった。

　左ひだりって？

　それがヒント？

　う～ん。さっぱりわからない。

　前まえのケイのときみたいに、また寝ね不ぶ足そくになりそうな予よ感かん……。

　それにしても、響ひびきのあきらめない心こころ。

　まだまだ、レッドとの対たい決けつがありそうだなぁ。

　でも、最さい後ごに勝かつのはレッドだよね……きっと！







　最さい後ごに。今こん回かいのアスカの行こう動どうには危き険けんなものもあります。マネしないようにしてくださいね。

　それでは、また２人ふたりの次つぎの活かつ躍やくでお会あいしましょう！


秋あき木ぎ　真しん
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秋木 真／作


静岡県生まれ、埼玉県育ち。AB型。友人からは二重人格とよく言われる。『ゴールライン』（岩崎書店）でデビュー。怪談やノンフィクションなどの共著もある。最近は、エアレース（飛行機レース）を観るのにはまっている。
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